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平
成
22
年
度
は
、厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、雇
用
を
含
め
た
経
済
対
策
と
併

せ
て
学
校
耐
震
化
対
策
事
業
を
積
極
的

に
進
め
る
こ
と
が
最
重
要
施
策
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、教
育
、福
祉
、

医
療
、保
健（
健
康
）、安
心
・
安
全
、環
境

な
ど「
市
民
の
生
活
優
先
」と
し
た
各
種

事
業
の
展
開
を
図
る
た
め
の
選
択
と
集

中
を
基
本
と
し
た
重
点
・
主
要
事
業
の

展
開
を
次
の
と
お
り
進
め
ま
す
。　　

　
　
　

事
業
費　

２
億
４
４
３
８
万
円

①
商
工
振
興
資
金
等
の
拡
充

・
保
証
協
会
預
託
金
１
億
円
か
ら
１
億

　

２
０
０
０
万
円
へ

・
保
証
料
全
額
市
負
担

②
緊
急
雇
用
創
出
事
業（
38
人
雇
用
）・
ふ

　

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
事
業（
11
人
雇

　

平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
経
済
不
況
に
よ
り
個
人
所
得
の

大
幅
な
減
少
、
企
業
収
益
の
急
激
な
悪
化
等
に
よ
り
地
方
税
収
入
が
落
ち
込
む
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
国
・
県
の
施
策
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
健
全
な

行
財
政
運
営
に
努
め
つ
つ
、
引
き
続
き
雇
用
を
含
め
た
経
済
対
策
と
、「
那
須
烏
山

市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
「
ひ
か
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
た
基

本
目
標
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
・
効
率
的
な
活
用

に
努
め
た
積
極
型
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
年
度
初
め
に
当
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
、
市
で
は
ど
の
よ
う

な
事
務
事
業
に
取
り
組
み
、
予
算
は
ど
う
な
る
の
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
22
年
度
主
な
事
業
と
予
算

■
雇
用
対
策
の
充
実
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用
）

③
試
行
雇
用
助
成
事
業

・
国
が
実
施
す
る
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事

業
を
行
う
事
業
主
に
対
し
て
、
市
が
上

乗
せ
交
付
す
る
。

　
　
　

事
業
費　

９
億
２
５
６
８
万
円

①
烏
山
中
学
校
校
舎
補
強
・
改
修
事
業

②
烏
山
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業

　
　
　

事
業
費　

６
億
８
７
３
２
万
円

①
こ
ど
も
医
療
費
の
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大

②
５
歳
児
等
発
達
支
援
事
業
、臨
床
心

　

理
士
の
採
用

③
股
関
節
脱
臼
検
診
補
助
金

④
子
ど
も
手
当
給
付
金
事
業

⑤
障
害
者
及
び
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

事
業

⑥
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設（
上
境
29

　
 

ベ
ッ
ト
）及
び
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　

ム
建
設（
滝
田
18
人
）事
業
の
支
援

　
　
　

事
業
費　

８
億
７
５
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　

事
業
費　

４
７
２
万
円

・
住
宅
用
設
置
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
（
CO2
冷
媒

　

 

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
油
器
）
購
入
費
の
補
助

　

事
業　

　
　
　

事
業
費　

１
億
１
０
４
２
万
円

①
特
色
あ
る
地
域
教
育
力
の
向
上

②
国
指
定
文
化
財
の
保
存
活
用

①
一
般
職
員
の
計
画
的
な
削
減

②
特
別
職
の
給
料
を
引
き
続
き
、市
長

　

10
㌫
、副
市
長
７
㌫
、教
育
長
５
㌫
削

　

減
③
議
員
定
数
の
見
直
し　

20
人
か
ら
18

　

人
へ

④
団
体
運
営
費
補
助
金
の
削
減
及
び
事

　

業
費
補
助
金
等
へ
移
行
の
見
直
し

⑤
消
防
団
組
織（
本
部
部
長
、分
団
長
、副
分
団

　

 

長
）の
統
合

⑥
議
会
だ
よ
り
発
行
の
見
直
し

　
　
　

事
業
費　

１
億
２
０
１
０
万
円

　
　
　
　
　

事
業
費　

２
２
２
４
万
円

■居心地のよい安全なまちづくり
・地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業 3,255万円
 （児童見守りシステム、 健康管理システム、 防災システムの連携）
・定住促進奨励金事業 2,507万円
・道路整備事業（市道13路線、林道１路線） 8億9,331万円
・消防施設整備事業 2,628万円
・橋梁長寿化修繕計画策定事業 732万円※
　（橋長15m以上の橋の点検事業）
・愛宕台配水池築造事業（水道事業）  1億2,010万円※
■安心して暮らせる思いやりのまちづくり 
・子ども手当給付金事業 4億4,813万円※
   （中学3年生まで1人当たり月額13,000円支給、6月・10月・2月支給月）
・こども医療費助成事業 6,528万円
   （小学校終了→中学校終了まで拡充）
・高齢者福祉タクシー事業  309万円
・敬老会、敬老福祉年金等支給事業 1,785万円
・老人クラブ、福祉バス運行等事業 1,140万円
・障害者福祉タクシー事業 518万円
・特別養護老人ホーム（上境29ベット数）及び認知症
　グループホーム（滝田18人）支援事業 1億2,775万円※
・妊婦健診事業の拡充（14回まで無料）   1,728万円
・こんにちは赤ちゃん祝金支給事業 2,000万円
・股関節脱臼検診助成事業 36万円※
　（股関節脱臼検診費用の助成、補助額2,000円）
・放課後児童健全育成事業 2,402万円
・女性特有のがん検診推進事業 393万円※
　（20・25・30・35・40歳は子宮頸がん、40・45・50・55・60歳の人は
　  乳がん検診の無料クーポン券・検診手帳を交付）
・後期高齢者医療制度事業  3億3,085万円
■人と文化を育むふれあいのまちづくり
・小学１・２年生に学習指導職員及び生活指導職員配置事業
 5,094万円
・奨学金給付事業 390万円
　（高校生・短大生・大学生対象、給付方式）
・英語コミュニケーション推進事業 2,702万円
・サタデースクール事業 530万円
・烏山中本校舎補強・改修事業 6億9,504万円※
　（平成22・23年の２か年工事）
・烏山小体育館改築事業 2億3,064万円
　（平成21・22年の２か年工事）
・全市花公園づくり推進事業 80万円
・文化財調査事業（烏山城確認調費）   1,442万円
・長者ヶ平官衙遺跡保存事業　　    692万円
　（平成21年２月12日付国指定史跡に決定）
■活力あるにぎわいのまちづくり
・企業立地奨励金 3,822万円
・商工振興資金貸付事業　  1億2,601万円
・試行雇用助成金事業　 　       180万円※
　（国が実施するトライアル雇用事業を行う事業主に対して、市が上乗
　  せ交付する）
・地産訪消推進事業 1,335万円
　（農業団体の支援事業及び農商工の事業の推進と連携を図り、ミニ
　 道の駅事業の展開、新事業創出支援事業での東京都豊島区に出展
　  して交流・ＰＲ活動等の事業を進める）
・とちぎ食の回廊づくり推進事業 20万円
　（食のブランド化・イメージアップ事業。茂木町から那珂川町の国道293号線
　  を八溝そば街道と位置付けし、県内の街道協議会と連携して事業を進める）
・新事業創出支援事業 451万円
・観光振興対策事業 1,047万円
　（地産訪消事業連携事業、100万人観光都市を目指して）
・県単独土地改良事業 1,941万円
・森林整備林道事業 1,831万円
■自然や環境を大切に次代へつなぐまちづくり
・エネルギー対策事業（エコキュート設置費補助金） 472万円※
・元気な森づくり事業（森林環境税交付事業） 571万円
・イノシシ捕獲促進強化事業 　 182万円
■市民とともにあゆむ行政経営
・まちづくり団体支援事業 720万円
・コミュニテイ助成事業 1,330万円※
　（大桶自治会公民館建設・元田町お囃子太鼓新調への助成）
・旅券発給事業 371万円※
　（パスポート発行を10月1日から実施する費用）

　※印は平成22年度新規事業

平成22年度の重点事業 ■
学
校
施
設
耐
震
化
対
策・

　
　
　

       

改
修
事
業
の
実
施

■
道
路
整
備
事
業
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
市
道
13
路
線
）

■
教
育・文
化
の
推
進

■
行
政
改
革・廃
止・見
直
し

事
業

　
　
　
　
　

事
業
費　

６
３
２
９
万
円

■
定
住
促
進
及
び

　
　
　

  

企
業
誘
致
の
推
進

■
水
道
施
設
の
拡
充
事
業
の

推
進（
愛
宕
台
配
水
池
築
造
工
事
）

■
高
齢
者
生
活
支
援
地
域

対
策
モ
デ
ル
事
業
の
検
討

■
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
設
置
事
業

の
推
進

■
農
商
工
連
携
、観
光
対
策

事
業
の
推
進

■
子
育
て
支
援
、高
齢
者
及
び

　

 

障
が
い
者
福
祉
支
援
対
策
の
充
実
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平
成
22
年
度
予
算
は
、一
般
会
計
と

８
つ
の
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
で
編

成
し
て
い
ま
す
。一
般
会
計
と
８
つ
の

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、189
億
９
６

８
０
万
円
で
、昨
年
度
の
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
5.9
㌫
、10
億
５
３
２
０
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
一
般
会
計
の
増
額
は
、学

校
施
設
耐
震
化
対
策
事
業
、雇
用
を
含

ん
だ
経
済
対
策
事
業
及
び
子
ど
も
手
当

給
付
金
実
施
に
伴
い
積
極
型
予
算
編
成

に
よ
る
も
の
で
す
。　　

特
別
会
計
は
、総
額
65
億
３
６
８
０
万

円
、1.0
㌫
の
増
で
、主
に
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計（
事
業
勘
定
）、介
護
保
険
特
別

会
計
の
増
額
が
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、収
益
的

収
支
と
資
本
的
収
支
の
支
出
合
計
額
が

９
億
７
６
０
０
万
２
千
円
で
、昨
年
度

よ
り
7.7
㌫
の
減
少
。こ
れ
は
、配
水
管
・

送
水
管
等
の
布
設
整
備
費
や
企
業
債
元

金
の
繰
上
償
還
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、市
税
が
主
に
個

人
・
法
人
市
民
税
等
の
１
億
６
７
１
０

万
４
千
円
、5.6
㌫
減（
前
年
度
比
）の
28
億

１
５
１
６
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。景
気
後
退
に
よ
り
２
年
間
で
２
億

５
７
８
２
万
７
千
円
、8.4
㌫
減
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
、自
動
車
重
量
譲
与

税
の
譲
与
割
合
が
改
正
さ
れ
ま
す
が
、

１
１
０
０
万
円
、7.6
㌫
減
を
見
込
み
１

億
３
３
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、実
質
的
な
地
方
交

付
税
が
過
去
最
高
額
を
確
保
す
る
こ
と

か
ら
、前
年
度
と
比
べ
３
億
６
０
０
０

万
円
、9.4
㌫
増
の
42
億
１
０
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
主
に
、子
ど
も
手
当

給
付
金
創
設
に
よ
る
子
ど
も
手
当
負
担

金
２
億
８
１
８
９
万
１
千
円
増
、烏
山

小
・
中
学
校
耐
震
化
対
策
事
業
実
施
に

伴
う
公
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
６

２
８
３
万
８
千
円
増
等
、３
億
２
５
２

０
万
１
千
円
、32.1
㌫
増
の
13
億
３
６
９

５
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
は
、主
に
新
規
の
介
護
基

盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
事
業
補
助
金

１
億
２
７
７
５
万
円
及
び
緊
急
雇
用
創

出
事
業
費
・
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

事
業
費
補
助
金
１
億
１
６
５
６
万
９
千

円
の
増
に
よ
り
２
億
３
６
５
８
万
５
千

円
、42.0
㌫
増
の
８
億
３
５
万
６
千
円
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

繰
入
金（
基
金
）に
つ
い
て
は
、財
政
調

整
基
金
等
か
ら
の
繰
入
れ
の
減
に
よ
り

前
年
度
と
比
べ
９
６
７
４
万
１
千
円
、

19.7
㌫
減
の
３
億
９
４
６
５
万
５
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

市
債
は
、前
年
度
よ
り
３
億
５
６
８

０
万
円
、22.9
㌫
増
の
19
億
１
２
３
０
万

円
で
、そ
の
要
因
は
継
続
事
業
の
烏
山

小
学
校
体
育
館
改
築
事
業
、新
規
事
業

で
烏
山
中
学
校
校
舎
補
強
・
改
修
事
業

や
、市
道
整
備
事
業
等
の
拡
充
に
伴
う

合
併
特
例
債
12
億
３
９
３
０
万
円
及
び

臨
時
財
政
対
策
債
６
億
円
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、一
般
会
計
歳
入
の
う
ち

自
主
財
源
は
29.4
㌫
で
、依
存
財
源
は
70.6

㌫
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は
8.6
％
増
の
124
億
6,000
万
円

■
一
般
会
計
歳
入

　

歳
出
予
算
は
、行
財
政
改
革
の
計
画

実
行
を
断
行
す
る
と
と
も
に
、事
務
事

業
の
評
価
を
行
い
、総
合
計
画
の
目
標

実
現
の
た
め「
選
択
と
集
中
」を
基
本
と

し
た
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

議
会
費
は
、前
年
予
算
比
3.5
％
減
で

す
が
、こ
れ
は
、議
員
定
数
が
２
名
減
の

18
名
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

総
務
費
は
3.8
㌫
増
で
、主
な
も
の
は
、

固
定
資
産
税
の
評
価
替
及
び
課
税
客
体

事
業
並
び
に
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
事
業
が

加
わ
り
、さ
ら
に
、合
併
後
５
年
が
経
過

す
る
こ
と
に
伴
う
住
・
税
情
報
機
器
と

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
費
、ま

た
、那
須
烏
山
市
議
会
議
員
選
挙
費
、参

議
院
議
員
選
挙
費
や
国
勢
調
査
費
等
で

す
。

　

民
生
費
は
、15.6
㌫
増
で
予
算
総
額
の

第
１
位
を
占
め
る
27.2
㌫
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、新
規
の
子
ど
も
手
当
給
付

金
事
業
及
び
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨

時
特
例
事
業
に
よ
る
も
の
が
主
で
、障

害
者
支
援
事
業
や
五
歳
児
発
達
相
談
事

業
の
拡
充
な
ど
子
育
て
の
支
援
事
業
、

こ
ど
も
医
療
助
成
費
の
中
学
３
年
生
ま

で
実
施
や
私
立
保
育
園
施
設
運
営
委
託

事
業
の
ほ
か
、介
護
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
等
で
す
。

　

衛
生
費
は
9.2
㌫
増
で
、主
な
要
因
は

新
規
の
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
設
置
補
助
事

業
、広
域
行
政
事
務
組
合
の
ご
み
処
理

施
設
延
命
化
事
業
負
担
金
及
び
特
別
会

■
一
般
会
計
歳
出

歳 入

市税
28億1,516万9千円
　　　　　22.6％

地方交付税
42億1,000万円

国庫支出金
13億3,695万円

2.12.1％2.1％
3.2％
1.51.5％1.5％
1.91.9％1.9％1.11.1％1.1％
1.41.4％1.4％

33.8％

10.7％

分担金及び負担金　1億449万3千円
使用料及び手数料　7,732万3千円
財産収入　3,811万円
寄附金　5千円
繰越金　5,000万円

県支出金　8億35万6千円

自 主
財
源

財

依

源
存

市債
19億1,230万円
　　　15.3％

繰入金　3億9,465万5千円

諸収入　1億8,966万9千円

地方譲与税　1億3,300万円
地方消費税交付金　2億3,200万円

利子割交付金　1,000万円
ゴルフ場利用税交付金　6,397万円
自動車取得税交付金　4,900万円
地方特例交付金　3,600万円
交通安全対策特別交付金　400万円
配当割交付金　200万円
株式等譲渡所得割交付金　100万円

6.4％
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施
設
延
命
化
事
業
負
担
金
及
び
特
別
会

計
繰
出
金
等
で
す
。

　

労
働
費
は
、新
規
に
雇
用
対
策
と
し

て
試
行
雇
用
助
成
金
180
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、16.4
㌫
減
で
、主
な

事
業
は
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
や
県
単
土
地
改
良
事
業
及
び

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
促
進
強
化
事
業
等
で
す
。

商
工
費
は
、13.7
㌫
増
で
、こ
れ
は
新
た
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
費
が
加
わ

り
、ま
た
、企
業
誘
致
事
業
や
中
小
企
業

融
資
支
援
事
業
、新
事
業
創
出
支
援
事

業（
新
規
に
農
商
工
連
携
事
業
推
進
協
議
会
を
設

置
）を
強
化
し
た
も
の
で
す
。

　

土
木
費
は
7.6
㌫
増
で
、こ
れ
は
道
整

備
交
付
金
及
び
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
道
路
整
備
事
業
費
及
び
新
規
の
狭
あ

い
道
路
拡
幅
事
業
や
橋
梁
長
寿
化
修
繕

計
画
策
定
事
業
費
で
す
。

　

消
防
費
は
、3.1
㌫
増
で
主
に
、常
備
消

防
費（
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
）や
、年
次

計
画
で
進
め
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
自
動

車
の
更
新
や
防
火
貯
水
槽
築
造
工
事
等

で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
費
の
33.4
㌫
増
は
、継
続
の
烏
山

小
学
校
体
育
館
改
築
事
業
に
、新
た
に

烏
山
中
学
校
校
舎
補
強
・
改
修
事
業
が

加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。ま

た
、特
色
あ
る
教
育
の
一
環
で
あ
る
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
、英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
及
び
国
指
定
の
山

あ
げ
行
事
や
長
者
ケ
平
官
衙
遺
跡
等
の

保
存
事
業
並
び
に
地
域
活
動
事
業
と
し

て
公
民
館
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策

費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
目
的
別
の
歳
出
状
況
で
す

が
、性
質
別
で
は
、人
件
費
が
24
億
75
万

３
千
円
と
最
も
多
く
、次
い
で
補
助
費

等
の
23
億
２
３
３
５
万
２
千
円
、扶
助

費
16
億
２
１
９
６
万
６
千
円
の
順
と
な

り
ま
し
た
。　　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
は
、33

億
７
９
２
０
万
円
で
昨
年
度
よ
り
2.2
㌫

増
で
財
源
不
足
を
国
民
健
康
保
険
の
財

政
調
整
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

診
療
施
設
勘
定
は
、1.0
㌫
増
の
８
６
９

０
万
円
で
す
。熊
田
診
療
所
は
、12.2
㌫
増

の
５
１
６
０
万
円
と
し
ま
し
た
。老
人

保
健
は
、平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
施
行
に
伴
う
清
算
に

よ
り
82.9
㌫
減
の
60
万
円
と
し
ま
し
た
。

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
が
15.0
㌫
増
の
３
億
６
０
０
万

円
。介
護
保
険
は
、認
定
者
及
び
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
を
見
込
む
な
ど

5.9
㌫
増
の
21
億
６
２
１
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業（
興
野
地
区
）は
、

3.2
㌫
減
の
６
６
９
０
万
円
。烏
山
中
央

処
理
区
と
南
那
須
処
理
区
が
あ
る
下
水

道
事
業
は
、11.1
㌫
減
の
３
億
８
３
０
０

万
円
と
し
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
は
、市
債
元
金
の
繰
上
償

還
金
の
減
が
主
な
要
因
で
、55.3
㌫
減
の

１
億
５
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
は
、水
道
料
金
や
補
助
金

な
ど
の
収
益
的
収
入
が
4.9
㌫
減
の
５
億

６
１
９
０
万
６
千
円
。施
設
維
持
管
理

費
や
人
件
費
な
ど
の
収
益
的
支
出
も
7.3

㌫
減
の
５
億
２
９
１
５
万
４
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
繰
出
金
や
企
業
債
な
ど
の

資
本
的
収
入
は
、19.0
㌫
減
の
１
億
９
８

５
１
万
２
千
円
。施
設
等
の
建
設
改
良

費
な
ど
の
資
本
的
支
出
は
8.1
㌫
減
の
４

億
４
６
８
４
万
８
千
円
で
す
。

■
特
別
会
計

■
企
業
会
計

22年度　124億6,000万円
21年度　114億7,000万円
差　 引　 　 9億9,000万円増

特別会計

企業会計

■国民健康保険（事業勘定） ■農業集落排水事業

■国民健康保険（施設勘定）

22年度 33億7,920万円
21年度 33億   520万円

22年度 6,690万円
21年度 6,910万円
■下水道事業
22年度 3億8,300万円
21年度 4億3,070万円
■簡易水道

■水道事業

22年度 1億　  50万円
21年度 2億2,460万円

22年度
□収益的収入 5億6,190万6千円　5億9,061万5千円

□収益的支出 5億2,915万4千円　5億7,071万9千円

□資本的収入 1億9,851万2千円　2億4,502万6千円

□資本的支出 4億4,684万8千円　4億8,616万4千円

22年度 8,690万円
21年度 8,600万円
■熊田診療所
22年度 5,160万円
21年度 4,600万円
■老人保健
22年度 60万円
21年度 350万円
■後期高齢者医療
22年度 3億　600万円
21年度 2億6,610万円
■介護保険
22年度 21億6,210万円
21年度 20億4,240万円

一般会計

21年度

歳 出

民生費
33億9,508万7千円
　　　　　27.2％

衛生費
15億421万8千円
　　　12.1％

議会費　1億3,403万3千円

1.11.1％1.1％
0.1％

総務費
13億779万7千円

10.5％

2.62.6％2.6％2.92.9％2.9％

4.8％

農林水産業費　3億6,320万7千円

商工費　3億2,004万1千円

　　　　土木費
14億3,875万9千円 
　　　　11.5％

　　教育費
20億1,721万3千円
　　16.2％

消防費
5億9,249万7千円

公債費
13億7,429万3千円

11.0％

労働費　185万2千円
災害復旧費　100万3千円
予備費　1,000万円
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第 2 回 市 議 会

　

平
成
22
年
第
２
回
那
須
烏
山
市
定
例
会
が
、３
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
予
定
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
税
条
例
や
対
象
年
齢
を
中
学
３
年
生
ま
で
に
拡
大
す
る
こ
ど
も
医
療

費
助
成
条
例
な
ど
条
例
の
一
部
改
正
と
廃
止
、旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
申
請
・
交
付
事
務
の
実
施
に
伴
い
収
入
印
紙
等
を

取
り
扱
う
た
め
の
条
例
な
ど
５
つ
の
条
例
の
制
定
、平
成
22
年
度
当
初
予
算
と
平
成
21
年
度
補
正
予
算
な
ど
43
議
案

と
発
議
１
件
、決
議
１
件
を
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、報
告
１
件
を
承
認
し
、請
願
書
１
件
を
採
択

し
、意
見
書
２
件
を
提
出
し
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。　

　

な
お
、３
月
３
日
か
ら
２
日
間
行
わ
れ
た
一
般
質
問
の
内
容
な
ど
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局（
☎
０
２
８
７―

88―
７
１
１
４
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
税
条
例
や
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
を
一
部
改
正

こ
ど
も
医
療
費
助
成
を
中
学
３
年
生　

 

拡
大

まで

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
の
経
過
措
置
と

し
て
、社
会
保
険
の
被
保
険
者
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
移
行
し
た
際
、そ
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
方
が
新
た
に
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
に
２
年
間
の
緩
和

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
を
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
ま
で
延
長
す
る
た

め
、今
回「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。ま
た
、こ
ど
も
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
小
学
６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
き
た
も

の
を
、定
住
促
進
と
子
育
て
の
更
な
る
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、対
象
を
中
学
校
修
了
ま

で
拡
大
し
、ま
た
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る

た
め
入
院
時
食
事
療
養
費
を
助
成
対
象
外
と

す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
10
月
１
日
よ
り
、栃
木
県
内
の

全
市
町
一
斉
に
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
申
請
・

交
付
事
務
の
取
り
扱
い
が
始
ま
る
こ
と
に
伴

い
、市
役
所
内
で
申
請
に
必
要
な
収
入
印
紙

及
び
栃
木
県
収
入
証
紙
を
取
り
扱
う
た
め
、

「
収
入
印
紙
等
購
買
基
金
設
置
及
び
管
理
条

例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
と
８
つ
の
特
別

会
計
及
び
企
業
会
計
の
当
初
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
１
２
４

億
６
０
０
０
万
円
で
す
。特
別
会
計
は
、国
民

健
康
保
険
事
業
勘
定
33
億
７
９
２
０
万
円
、

国
民
健
康
保
険
施
設
勘
定
８
６
９
０
万
円
、

熊
田
診
療
所
５
１
６
０
万
円
、老
人
保
健
60

万
円
、後
期
高
齢
者
医
療
３
億
６
０
０
万
円
、

介
護
保
険
21
億
６
２
１
０
万
円
、農
業
集
落

排
水
事
業
６
６
９
０
万
円
、下
水
道
事
業
３

億
８
３
０
０
万
円
、簡
易
水
道
事
業
１
億
50

万
円
で
す
。そ
の
他
、公
営
企
業
の
水
道
事
業

な
ど
詳
し
く
は
２
〜
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

今
年
10
月
か
ら

パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
事
務
始
ま
る

平
成
22
年
度
当
初
予
算

　

平
成
21
年
度
補
正
予
算
は
、一
般
会
計
の

歳
入･

歳
出
を
１
億
３
１
０
３
万
円
増
額
し

て
１
２
７
億
２
１
７
９
万
７
千
円
と
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、固
定
資
産
税
客
体
整
備
事
業
費

や
私
立
保
育
施
設
運
営
委
託
事
業
費
、生
活

保
護
扶
助
費
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
事
業
費
の
確
定
・
精
算
に
伴
い
減

額
す
る
一
方
、事
務
事
業
の
精
査
・
確
定
等
に

伴
う
一
般
財
源
充
当
額
の
減
額
を
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
た
こ
と
や
平
成
20
年
度
生

活
保
護
費
国
庫
負
担
金
精
算
金
等
を
措
置
し
、

新
規
事
業
の
競
争
力
強
化
生
産
総
合
対
策
事

業
費（
Ｊ
Ａ
那
須
南
種
子
セ
ン
タ
ー
増
強
整
備
補
助
金
）

及
び
国
の
第
二
次
補
正
予
算
に
よ
る「
地
域

活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」事
業
の

自
然
休
養
村
整
備
事
業
費
、市
単
独
林
道
整

平
成
21
年
度
補
正
予
算
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そ
の
他
条
例
の
制
定
と

一
部
改
正
等

備
事
業
費
、こ
ぶ
し
が
丘
遊
歩
道
整
備
事
業

費
、富
士
見
台
工
業
団
地
線
路
肩
整
備
事
業

費
な
ど
を
新
た
に
計
上
し
た
た
め
で
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、保
険
給
付
費
な
ど
の
補

正
で
国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
を
33
億
５

５
３
９
万
８
千
円（
１
８
１
３
万
９
千
円
増
額
）に
、

医
薬
材
料
費
の
不
足
な
ど
の
た
め
診
療
施
設

勘
定
を
１
億
２
７
１
８
万
８
千
円（
１
０
９
万

１
千
円
増
額
）と
し
、七
合
診
療
所
医
師
住
宅
整

備
事
業
費
３
１
１
２
万
４
千
円
を
繰
り
越
し

ま
し
た
。医
薬
材
料
費
の
不
足
な
ど
に
よ
り

熊
田
診
療
所
を
５
２
７
７
万
８
千
円（
１
８
２

万
５
千
円
増
額
）に
、医
療
給
付
費
等
の
精
査
に

よ
り
老
人
保
健
を
２
６
０
９
万
８
千
円（
２
０

８
万
４
千
円
減
額
）に
、保
険
基
盤
安
定
制
度
負

担
金
の
決
定
に
伴
う
増
額
な
ど
で
後
期
高
齢

者
医
療
を
２
億
６
７
９
２
万
３
千
円（
59
万
５

千
円
増
額
）に
、介
護
給
付
費
の
精
査
な
ど
で
介

護
保
険
を
21
億
３
４
６
万
４
千
円（
３
５
６
８

万
９
千
円
増
額
）に
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、職
員

人
件
費
の
精
査
に
よ
り
農
業
集
落
排
水
事
業

を
６
８
５
８
万
６
千
円（
51
万
４
千
円
減
額
）に
、

職
員
人
件
費
の
精
査
な
ど
に
よ
り
下
水
道
事

業
を
４
億
２
７
７
５
万
円（
３
９
５
万
円
減
額
）

に
、施
設
整
備
費
な
ど
の
精
査
に
よ
り
簡
易

水
道
事
業
を
２
億
４
６
２
５
万
４
千
円（
５
９

４
万
８
千
円
減
額
）に
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
で
は
、水
道
使
用

料
等
の
減
額
な
ど
に
よ
り
収
益
的
収
入
５
億

７
３
０
４
万
７
千
円（
１
７
５
６
万
８
千
円
減
額
）、

同
支
出
５
億
７
７
３
６
万
３
千
円（
１
９
４
万

６
千
円
減
額
）に
、ま
た
企
業
債
の
繰
上
償
還
に

伴
う
償
還
元
金
の
精
査
に
よ
り
資
本
的
収
入

２
億
５
３
７
３
万
６
千
円（
８
７
１
万
円
増
額
）、

同
支
出
４
億
９
５
７
８
万
９
千
円（
８
５
２
万

２
千
円
増
額
）と
し
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消
に
向
け
た
移

動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
分
担
金
を
徴
収
す
る
た
め「
移
動

通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条

例
」を
制
定
し
ま
し
た
。◇

　

市
職
員
で
組
織
さ
れ
る
職
員
互
助
会
に
つ

い
て
、そ
の
設
立
を
明
確
に
位
置
づ
け
、経
費

の
一
部
負
担
、事
務
の
従
事
、施
設
の
使
用
等

を
適
正
な
も
の
と
す
る
た
め「
職
員
互
助
会

条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

◇

　

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
に
対
し
使
用
料

の
統
一
的
な
基
準
を
設
け
、財
産
管
理
の
適

正
化
と
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め「
行

政
財
産
使
用
料
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

◇

　

市
が
管
理
す
る
駐
車
場
と
駐
輪
場
を
、市

民
が
利
用
す
る
公
の
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、

総
括
的
に
管
理
す
る
た
め「
市
民
駐
車
場
設

置
、管
理
及
び
使
用
料
条
例
」を
制
定
し
ま
し

た
。

◇

　

行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
施
行
に
伴
い
、

当
該
条
例
に
規
定
す
る
使
用
料
と
の
調
整
を

図
る
た
め「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
、管
理

及
び
使
用
料
条
例
」な
ど
関
係
す
る
６
つ
の

条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に

お
け
る
課
題
を
整
理
し
、そ
の
規
定
の
内
容

に
つ
い
て
補
完
す
べ
き
事
項
や
明
文
化
す
べ

き
事
項
を
一
括
し
て
整
理
す
る
た
め「
公
の

施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等

に
関
す
る
条
例
」を
含
む
15
の
条
例
を
一
部

改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
の
審
査
機
関

で
あ
る
市
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
審

査
会
か
ら
出
資
法
人
等
の
情
報
公
開
に
係
る

適
用
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
の
提
言
に
伴
い

「
情
報
公
開
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

平
成
22
年
度
、人
事
異
動
等
に
よ
り
職
員

数
が
変
更
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、「
職
員
定
数

条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

産
業
医
、予
防
接
種
医
、乳
幼
児
健
康
診
査

嘱
託
医
、乳
幼
児
健
康
診
査
嘱
託
歯
科
医
、消

費
生
活
相
談
員
を
新
た
に
非
常
勤
特
別
職
と

し
て
位
置
づ
け
、報
酬
を
設
定
す
る
た
め「
非

常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
等
に
関
す
る

労
働
基
準
法
の
改
正
に
伴
い「
職
員
給
与
条

例
及
び
那
須
烏
山
市
職
員
の
勤
務
時
間
、休

日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
」を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。

◇

　

審
議
会
の
名
称
及
び
所
掌
事
務
並
び
に
組

織
等
の
変
更
に
伴
い「
総
合
計
画
審
議
会
設

置
及
び
運
営
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

土
壌
汚
染
対
策
法
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い「
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土

壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す

る
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

法
定
外
公
共
物
使
用
料
の
一
部
に
つ
い
て

道
路
占
用
料
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め「
法
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定
外
公
共
物
管
理
及
び
使
用
料
条
例
」を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
施
行
に
伴
い
、

当
該
条
例
に
規
定
す
る
使
用
料
と
の
調
整
を

図
り
、ま
た
大
桶
運
動
公
園
の
施
設
使
用
料

を
運
動
公
園
施
設
設
置
、管
理
及
び
使
用
料

条
例
へ
移
行
す
る
た
め「
都
市
公
園
設
置
、管

理
及
び
使
用
料
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し

た
。

◇

　

行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
施
行
に
伴
い
、

当
該
条
例
に
規
定
す
る
使
用
料
と
の
調
整
を

図
り
、ま
た
烏
山
中
央
公
園
や
市
役
所
南
那

須
庁
舎
前
公
園
を
本
条
例
に
移
行
す
る
た
め

「
市
民
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例
」を
一
部
改

正
し
ま
し
た
。

◇

　

都
市
公
園
設
置
、管
理
及
び
使
用
料
条
例

の
一
部
改
正
に
伴
い
、大
桶
運
動
公
園
を
本

条
例
の
運
動
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、使
用

料
な
ど
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め

◇

　

議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
定
数
や
各
委
員

会
の
傍
聴
の
取
扱
い
を
変
更
す
る
た
め
、議
員

発
議
に
よ
り「
議
会
委
員
会
設
置
及
び
運
営

条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　

栃
木
市
及
び
大
平
町
、藤
岡
町
、都
賀
町
の

合
併
に
伴
い「
栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
」及
び｢

栃
木
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て｣

を
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◇

　

那
須
地
区
及
び
塩
谷
広
域
行
政
事
務
組
合

と
協
定
を
結
び
小
児
救
急
医
療
支
援
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
伴
い「
南
那
須
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

大
金
地
内
で
発
生
し
た
自
動
車
物
損
事
故

に
つ
い
て
、専
決
処
分
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
が
成
立
し
、

賠
償
額
は
２
万
６
千
円
で
す
。

　

市
議
会
議
長
あ
て
提
出
さ
れ
た「
日
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
断
固
阻
止
に
関
す
る
陳
情
書
に
つ
い
て
」を

採
択
し
、関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

決
議
案
の「
暴
力
団
追
放
に
関
す
る
決
議
に

つい
て
」を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

「
運
動
公
園
施
設
設
置
、管
理
及
び
使
用
料
条

例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

◇

　

低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
法
に
基
づ
く

課
税
免
除
の
地
区
指
定
及
び
経
過
措
置
期
間

が
満
了
す
る
た
め「
低
開
発
地
域
工
業
開
発

地
区
指
定
に
伴
う
固
定
資
産
税
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
」を
廃
止
し
ま
し
た
。

①
作
新
学
院
Ｂ（
宇
都
宮
市
）②
Ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
35

（
宇
都
宮
市
）③
作
新
学
院
Ａ（
宇
都
宮
市
）④
茶

居
舞（
那
須
塩
原
市
）⑤
茂
木
高
校
Ａ（
茂
木
町
）

⑥
小
川
那
珂
ク
ラ
ブ（
那
珂
川
町
）⑦
那
須
塩

原
市
陸
協（
那
須
塩
原
市
）⑧
矢
板
Ａ（
矢
板
市
）

⑨
ぶ
ん
ぶ
ん
ク
ラ
ブ（
宇
都
宮
市
）⑩
馬
頭
ゆ

り
が
ね
会（
那
珂
川
町
）⑪
大
田
原
Ｒ
Ｃ（
大
田

原
市
）⑫
茂
木
高
校
Ｂ（
茂
木
町
）⑬
花
立
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ（
那
須
烏
山
市
）⑭
Ｊ
Ｒ
宇
都

宮
Ａ（
宇
都
宮
市
）⑮
東
京
電
力
栃
木（
鹿
沼
市
）

⑯
Ｈ
Ｇ
Ｔ
韋
駄
天（
さ
く
ら
市
）⑰
荒
川
Ｒ
Ｃ

（
那
須
烏
山
市
）⑱
今
市
高
校（
日
光
市
）⑲
落
合

陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ（
日
光
市
）⑳
下
江
川
Ｒ
Ｃ（
那

須
烏
山
市
）㉑
風
走
Ｒ
Ｃ（
日
光
市
）㉒
石
橋
高

校
Ｒ
Ｃ（
下
野
市
）㉓
黒
羽
高
校（
大
田
原
市
）㉔

那
珂
川
町
体
協
陸
上
部（
那
珂
川
町
）㉕
高
根

沢
町
陸
上
ク
ラ
ブ（
高
根
沢
町
）㉖
落
合
陸
上

ク
ラ
ブ
Ｂ（
日
光
市
）㉗
生
涯
ふ
れ
あ
い
駅
伝

ク
ラ
ブ（
大
田
原
市
）
㉘
塩
谷
町
体
協
駅
伝

チ
ー
ム
Ａ（
塩
谷
町
）㉙
塩
谷
町
体
協
駅
伝

チ
ー
ム
Ｂ（
塩
谷
町
）㉚
Ｎ
Ｔ
Ｔ
栃
木
Ｒ
Ｃ（
那
須

烏
山
市
）㉛
高
峰
Ｒ
Ｃ（
那
須
烏
山
市
）32
吉
野
工

業
所
Ａ
Ｃ―

Ａ（
那
珂
川
町
）33
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
Ｂ

（
宇
都
宮
市
）34
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
氏
家（
さ
く
ら
市
）35

吉
野
工
業
所
Ａ
Ｃ―

ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
＋（
那
珂
川
町
）

そ
の
他
議
決
事
項

報
告
事
項
等

■
大
会
結
果

競走大会

大桶運動公園をスタートする選手たち。大桶運動公園をスタートする選手たち。大桶運動公園をスタートする選手たち。
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第
８
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競
走

大
会（
南
那
須
陸
上
競
技
協
会
主
催
）が
２
月

28
日
、大
桶
運
動
公
園
を
発
着
点
に
、市

と
那
珂
川
町
の
那
珂
川
沿
い
を
一
周
す

る
６
区
間
25
キ
ロ
㍍
の
コ
ー
ス
で
開
か

れ
、県
内
各
地
か
ら
35
チ
ー
ム
が
参
加

し
、懸
命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、那
須
烏
山
市
と
那
珂

川
町
の
友
好
と
駅
伝
競
技
の
普
及
を
目

　

市
教
育
委
員
会
は
３
月
13
日
、城
山

の
烏
山
城
跡
で
、こ
れ
ま
で
の
発
掘
調

査
の
成
果
を
紹
介
す
る
現
地
説
明
会
を

開
催
し
、県
内
外
か
ら
１
４
３
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、重
要
な
文
化
遺
産
で
あ
る

烏
山
城
跡
の
保
存
を
図
る
目
的
で
行
わ

れ
て
い
る
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
の
成

果
を
公
開
し
、遺
跡
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
開
催
し
た
も
の
。今
回

の
調
査
で
は
、南
北
約
70
㍍
、東
西
60
㍍

あ
る
古
本
丸
内
を
十
字
に
試
掘
し
、そ

の
過
程
で
大
規
模
な
城
普
請（
土
木
工
事
）

の
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、土
師

質
土
器
、陶
磁
器
、瓦
な
ど
の
破
片
、鉄

製
品
、銅
銭
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、春
を
感
じ
る
暖
か
な
土
曜

日
と
な
り
、集
ま
っ
た
参
加
者
は
、途
中

休
憩
を
と
り
な
が
ら
寿
亀
山
神
社
付
近

か
ら
現
地
ま
で
の
山
道
を
約
30
分
か
け

て
ゆ
っ
く
り
と
登
り
ま
し
た
。現
地
で

は
、市
の
担
当
職
員
か
ら
詳
し
い
説
明

を
受
け
な
が
ら
写
真
を
撮
っ
た
り
、質

問
す
る
な
ど
の
姿
が
見
ら
れ
、そ
の
関

心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
北
塩
原
村
か
ら
家
族
３
人
で

参
加
し
た
渡
辺
智
さ
ん
は「
お
城
め
ぐ

り
が
好
き
で
、今
日
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
き
ま
し
た
。と
て
も
わ
か
り
や

す
い
説
明
で
よ
か
っ
た
で
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、市
教
育
委
員
会

で
は
、こ
の
調
査
を
平
成

24
年
度
ま
で
行
い
、今
後

は
古
本
丸
か
ら
本
丸（
二
の

丸
）に
ま
で
調
査
範
囲
を

広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。開
会
式

で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小
川
成
一
会
長

は
、参
加
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
に
歓
迎

と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
り
、

あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
午
前
10
時
に
大
桶
運
動
公

園
を
ス
タ
ー
ト
。降
り
し
き
る
雨
を
物

と
も
せ
ず
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
中
盤
、４
区
で「
作
新
学
院

B
」が
区
間
賞
の
走
り
を
見
せ
ト
ッ
プ

に
立
つ
と
、５
区
で
い
っ
た
ん「
Ａ
ｒ
ｏ

ｕ
ｎ
ｄ
35
」に
ト
ッ
プ
を
譲
る
も
の
の
、

最
終
区
で
逆
転
し
１
時
間
19
分
47
秒
の

好
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し
、見
事
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。な
お
、市
内
か
ら
参
加

し
た
５
チ
ー
ム
で
は「
花
立
ア
ス
リ
ー

ト
ク
ラ
ブ
」が
昨
年
と
同
じ
く
13
位
、

「
荒
川
Ｒ
Ｃ
」が
17
位
と
強
豪
チ
ー
ム
が

そ
ろ
う
な
か
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
で
は
、第
２
中
継
地
の
興

野
農
産
物
直
売
所
で
と
ん
汁
が
、ま
た

ゴ
ー
ル
で
は
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
が
振
る

舞
わ
れ
、選
手
た
ち
の
冷
え
た
体
を
温

め
て
い
ま
し
た
。

第２中継所でたすきをつなぐ選手。第２中継所でたすきをつなぐ選手。第２中継所でたすきをつなぐ選手。

上は、出土した
土師質土器／左
は石垣の説明を
聞く参加者。

現
地
説
明
会
に
143
人
参
加

し
ろ
ぶ
し
ん

は
じ

し
つ

試
掘
し
た
現
場
を
確
認
す
る
参
加
者
。

現地説明会資料より転載現地説明会資料より転載
正保城絵図　烏山城正保城絵図　烏山城
独立行政法人国立公文書館所蔵独立行政法人国立公文書館所蔵

現地説明会資料より転載
正保城絵図　烏山城
独立行政法人国立公文書館所蔵
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１
年
間
に
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
で
亡

く
な
る
女
性
は
、交
通
事
故
で
亡
く
な

る
女
性
よ
り
も
多
い
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
？

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

数
の
推
移
を
み
る
と
、子
宮
が
ん
の
死

亡
者
数
は
横
ば
い
で
す
が
、乳
が
ん
に

よ
る
死
亡
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

国
は
平
成
21
年
度
補
正
予
算
に
よ
っ
て
、

日
本
の
が
ん
検
診
受
診
率
を
50
％
に
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、

女
性
特
有
の
が
ん
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

あ
る
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
は

無
料
で

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

婦
人
が
ん
検
診
を
受
け
て

　
　

健
康
チ
ェ
ッ
ク！

女
性
特
有
の
が
ん 

の
状
況

　

乳
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
年
代
を
み

る
と
全
国
で
は
40
代
か
ら
増
加
し
50
代

後
半
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、推
定
患
者
数
が
３
万
人
か
ら

４
万
人
に
増
加
す
る
ま
で
８
年
か
か
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、わ
ず
か
３
年
で
５
万

人
を
超
え
て
お
り
、乳
が
ん
の
急
増
ぶ

り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
年
代

を
み
る
と
、か
つ
て
は
高
齢
の
女
性
に

多
か
っ
た
の
で
す
が
、近
年
、20
代
と
30

代
の
女
性
に
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
、原

乳
が
ん 

が
急
増

0

50

100

150

200

0

2

4

6

8

10

12

14

乳がん･子宮がんによる死亡者数（栃木県2007年）

栃木県の乳がん子宮がんによる死亡率の推移

死亡者数（人）

死亡者率（％）

乳がん

176

95

子宮がん 交通事故

51

S５０ S５5 S60 H2 H7 H12 H17 H18 H19 H20
※部位別にみた年齢調整死亡率（人口１０万対）の年次推移

乳

子宮

↑
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月に１度は乳がんの自己チェックを！
　

平
成
22
年
度
に
実
施
す
る
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
る
女
性
に
は

後
日
、通
知
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、那
須
烏
山
市
で
は
乳
が
ん
検

診
は
30
歳
か
ら
、子
宮
頸
が
ん
検
診
は

20
歳
か
ら
を
対
象
に
集
団
検
診
を
実
施

し
て
お
り
、平
成
22
年
度
は
11
回
予
定

し
て
い
ま
す
。１
回
に
受
診
で
き
る
人

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、予
約
制

と
し
て
い
ま
す
。２
月
に
実
施
し
た
希

望
調
査
に
お
い
て
、ま
だ
予
約
を
さ
れ

て
い
な
い
人
は
、こ
の
機
会
に
日
程（
広

報
お
知
ら
せ
版
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

を
確
認
の
う
え
、電
話
等
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
体
の
状
態
を
知
り
、健
康
づ

く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎
０
２
８
７―

88―

７
１
１
５

代
の
女
性
に
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
、原

因
と
し
て
、性
感
染
症
の
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
が
一
因
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、国

は
平
成
21
年
10
月
に
予
防
ワ
ク
チ
ン
を

承
認
し
ま
し
た
。

集
団
検
診 

を
実
施

年齢別症例数（全国乳がん患者登録調査報告2006年）年齢階級別子宮頸がん罹患率（2004年）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

0

10

20

30
症例数（％）人口10万人対（％）

日本乳癌学会HP年　齢
20～

年　齢
10～15～20～25～30～35～40～45～50～55～60～65～70～75～80～85～ 25～ 30～ 35～ 40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70～ 75～ 80～ 85～ 90～

地域がん登録からの推計
１９９３年  ３万人
２００１年  ４万人
２００４年  ５万人

まずは目でチェック

しっかり触ってチェック
お風呂やシャワーのときに

横になってチェック

婦人がん検診を受けて健康チェック！
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冬
の
寒
さ
と
春
の
暖
か
さ
が
交
互

に
訪
れ
た
３
月
、市
内
の
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
そ
し
て
保
育
園
で
は
、相
次
い

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、あ
ら
た
な
旅
立

ち
に
夢
や
希
望
を
抱
い
た
多
く
の
卒

業
生
が
、思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

おめでとうございます
卒業・卒園

夢
や
希
望
を
胸
に

　

思
い
出
の
学
び
や
を

　
　
　
　
　
　

巣
立
つ

下江川中学校荒川中学校七合中学校

七合小学校境小学校江川小学校
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が
、思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
学

び
や
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
卒
業
式
は
、11
日
に
中
学
校

を
皮
切
り
に
、19
日
に
小
学
校
、23
日
に

幼
稚
園
、24
日
と
25
日
に
は
保
育
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
卒
業
生
は
、４
校
あ
わ
せ

て
昨
年
よ
り
36
人
減
の
２
６
９
人
。43

人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
下
江
川
中

の
卒
業
式
で
、卒
業
生
を
代
表
し
て
小

貫
実
紅
さ
ん
が「
明
日
か
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
で
選
ん
だ
道
を
歩
み
始
め
ま

す
。歩
ん
で
い
く
道
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う

け
れ
ど
、共
に
過
ご
し
て
き
た
日
々
は

決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
」と
答
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、小
学
校
で
は
５
つ
の
小
学
校

を
あ
わ
せ
た
卒
業
児
童
は
、昨
年
よ
り

19
人
多
い
２
６
７
人
。七
合
小
と
興
野

小
で
学
ん
だ
卒
業
生
41
人
を
送
り
出
し

た
七
合
小
学
校
の
卒
業
式
で
、卒
業
生

と
在
校
生
が
別
れ
の
言
葉
を
贈
り
あ
う

中
、卒
業
生
だ
け
で
な
く
在
校
生
の
な

か
に
も
目
に
涙
を
浮
か
べ
る
児
童
の
姿

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
立
の
２
つ
の
幼
稚
園
と
４
つ
の
保

育
園
で
は
、園
児
１
３
４
人
が
卒
園
し
、

４
月
か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
小
学
校
へ

通
い
始
め
ま
す
。

　

広
報「
那
須
烏
山
」で
は
、日
程
が
重

な
っ
た
た
め
全
小
中
学
校
の
卒
業
式
は

取
材
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、一
部
を

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

つくし幼稚園烏山幼稚園にこにこ保育園

すくすく保育園境保育園七合保育園
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て
、海
外
、そ
し
て
日
本
全
国
か
ら
約
７
万
３

千
点
も
の
応
募
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
坂
主
さ
ん
は
、知
人
か
ら
紹
介

さ
れ
た
本「
も
っ
と
伝
え
た
い
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
種
を
ま
く
」を
読
み
、感
じ
た

こ
と
を
文
章
に
し
ま
し
た
。そ
の
感
想
文
で

は「
本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
し

「
心
の
つ
な
が
り
が
も
て
る
こ
と
が
本
当
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。大
切
な
の
は
自
分

の
思
い
や
気
持
ち
を
伝
え
る
中
身
だ
と
思
い

ま
す
」と
書
き
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
、よ
く
図
書
館

で
借
り
る
と
い
う
坂
主
さ
ん
。こ
の
受
賞
に

は「
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
だ
っ
た
の
で
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
。こ
の
本
を
読
ん
で
障
害
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、第
53
回
全
国
学
芸
科
学
コ
ン

ク
ー
ル（
旺
文
社
主
催
／
内
閣
府
・
文
部
科
学
省
・
環
境

省
後
援
）の
審
査
が
行
わ
れ
、読
書
感
想
文
部

門
の
小
学
生
の
部
で
七
合
小
学
校
６
年
の
坂

主
成
美
さ
ん
が
、応
募
の
あ
っ
た
１
万
４
千

２
百
点
あ
ま
り
の
作
品
の
中
か
ら
、み
ご
と

優
秀
作
に
選
ば
れ
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、青
少
年
の
学
術
・
科

学
及
び
文
芸
の
振
興
奨
励
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
。今
回
は
全
11
部
門
に
対
し

　

中
央
１
丁
目
の
西
原
ミ
イ
さ
ん
が
、

３
月
23
日
に
満
100
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

西
原
さ
ん
は
、少
し
耳
が
遠
い
も
の

の
病
気
も
な
く
と
て
も
健
康
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
。食
事
は
１
日
３
食
、家
族
と
同

じ
も
の
を
し
っ
か
り
食
べ
、毎
日
編
み

物
を
楽
し
み
、時
に
は
９
か
月
に
な
る

ひ
孫
の
お
守
り
を
す
る
そ
う
で
す
。

　

道
路
環
境
の
美
化
を
図
る
と
と
も

に
、道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
道
路
愛
護
作
業

コ
ン
ク
ー
ル（
栃
木
県
道
路
愛
護
連
合
会
主
催
）

で
、大
沢
長
寿
会
が
フ
ラ
ワ
ー
部
門
の

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
昨
年
に
続
き
２
年
連
続
の
受

賞
。道
路
や
河
川
の
清
掃
等
に
積
極
的

に
参
加
し
な
が
ら
、花
の
植
栽
に
つ
い

て
も
４
月
か
ら
11
月
ま
で
花
々
を
絶
や

す
こ
と
な
く
咲
く
よ
う
工
夫
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、道
路
を
行
き
交
う
人
た
ち

の
心
を
和
ま
せ
て
い
る
点
が
大
き
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
歳
の
頃
、高
根
沢
町
か
ら
嫁
い
だ
西
原
さ

ん
。８
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
、自
営
業
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
ア
イ
ロ
ン
掛
け
を
し
、そ
の

作
業
を
82
歳
ま
で
続
け
て
い
た
そ
う
で
す
。ま

た
、70
歳
か
ら
80
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
約
10
年
間
、

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
な

ど
数
多
く
の
国
を
旅
し
た
時
の
こ
と
を
懐
か
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

誕
生
日
の
３
月
23
日
は
、週
１
回
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
。こ
の
日
、大
谷
範
雄
市
長
が
野
上
の
ほ
っ

と
か
ら
す
や
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
、家
族
や
同
セ
ン
タ
ー
関
係
者
が
見
守
る

中
、お
祝
い
の
花
束
や
祝
詞
な
ど
が
贈
ら
れ
る

と
、周
り
か
ら
暖
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
施
設
に
来
て
、み
ん
な
と
お
し
ゃ
べ
り

す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
」と
話
す
西
原

さ
ん
。い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。

大谷市長や家族に囲まれて記念撮影。

最優秀賞に輝いた「大沢長寿会」の花壇。

受賞の喜びを話してくれた坂主さん。

長寿・受賞長寿・受賞長寿・受賞長寿・受賞長寿・受賞

おめでとう
ございます

西
原
ミ
イ
さ
ん（
中
央
１
）満
100
歳

　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大沢長寿会
２年連続で最優秀賞に輝く

七合小６年七合小６年の坂主成美坂主成美さんさん
全国学芸科学コンクールで銅賞全国学芸科学コンクールで銅賞
七合小６年七合小６年の坂主成美坂主成美さんさん
全国学芸科学コンクールで銅賞全国学芸科学コンクールで銅賞
七合小６年の坂主成美さん
全国学芸科学コンクールで銅賞

な
る　
み
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市
の
消
防
団
は
、４
月
か
ら
分
団
を
従
来
の
16
分
団
か
ら
８
分
団
の
区
割
り
へ
と
統
合
し
、併

せ
て
本
部
部
長
階
級
の
人
員
削
減
な
ど
団
組
織
の
再
編
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
団
本
部
役
員
自
ら
協
議
を
重
ね
、よ
り
効
率
的
で
円
滑
な
団
運
営
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
、本
部
部
長
以
上
の

役
員
が
次
の
方
々
に
な
り
ま
し
た
。

             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

■
団　
　

長　

興
野
一
美

■
副 

団 

長　

大
橋
光
一
、中
山
茂

■
本
部
部
長　

小
川
清
、青
木
敏
久
、

　
　
　
　
　
　

久
郷
敬
久
、池
田
忠
市

　

今
回
、新
た
に
任
命
さ
れ
た
興
野
団

長
は
、「
団
長
と
い
う
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。地
域
の
安

全
安
心
を
守
る
た
め
に
団
員
も
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
堀
前
団
長
に
感
謝
状

　

３
月
31
日
に
は
、平
成
20
年
４
月
か

ら
市
消
防
団
団
長
を
務
め
た
小
堀
重

光
さ
ん（
60
歳
）が
、こ
れ
ま
で
の
功
績
が

称
え
ら
れ
栃
木
県
知
事
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
堀
さ
ん
は
昭
和
47
年
に
旧
烏
山

町
消
防
団
に
入
団
。以
来
、常
に
団
員
の

模
範
と
な
り
、分
団
長
、本
部
部
長
、副

支
団
長
の
要
職
を
歴
任
。平
成
５
年
に

は
県
知
事
か
ら
功
労
賞
、平
成
20
年
に

は
消
防
庁
長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労

章
を
受
章
し
、同
４
月
か
ら
は
市
消
防

団
団
長
と
し
て
２
年
間
指
揮
を
と
っ

て
き
ま
し
た
。受
賞
し
た
小
堀
さ
ん
は
、

「
消
防
団
を
永
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、健
康
で
あ
り
、加
え
て
家
族
の
協
力

と
地
域
の
ご
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。今
後
、団
員
に

は
、市
民
の
た
め
の
消
防
団
で
あ
る
と

の
自
覚
の
基
に
、防
犯
防
火
を
含
め
て

更
な
る
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
員
５
人
が
誕
生

　

ま
た
、今
年
度
か
ら
新
た
な
消
防
力

の
担
い
手
と
し
て
女
性
消
防
団
員
制

度
を
発
足
。入
団
の
申
込
が
あ
っ
た
５

人
の
辞
令
交
付
式
が
４
月
１
日
、市
役

所
烏
山
庁
舎
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。今
後
の
火
災
現
場
や
防
火
啓
発
活

動
等
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。市

初
の
女
性
消
防
団
員
と
な
っ
た
澤
野

さ
ん
は
、「
市
と
し
て
最
初
の
女
性
消
防

団
員
と
の
こ
と
で
、緊
張
す
る
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、今
後
多
く
の
女
性
が
団

員
と
し
て
活
躍
し
た
い
と
思
え
る
よ

う
に
明
る
く
楽
し
み
な
が
ら
団
活
動

を
頑
張
り
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
を
更
新

　

市
は
地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
た

め
、老
朽
化
し
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
等
を
更
新
し
、該
当
消
防
団
各
部

へ
引
渡
し
を
行
な
い
ま
し
た
。各
団
員

と
も
そ
の
操
作
方
法
等
を
真
剣
な
眼

差
し
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。今
回
更
新

し
た
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
第
６
分
団
第
３
部（
小
松
秀
幸
部
長
）ポ

ン
プ
自
動
車（
22
年
経
過
）

○
第
７
分
団
第
１
部（
雫
智
行
部
長
）小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車（
22
年
経
過
）

消
防
車
寄
贈
に
感
謝
の
訪
問

　

３
月
１
日
、長
年
消
防
団
で
使
用
し

た
消
防
車
両
１
台
を
ペ
ル
ー
に
寄
贈

す
る
こ
と
に
対
す
る
お
礼
と
し
て
、

フ
ァ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
・
カ
プ
ニ
ャ
イ
駐
日

大
使
が
大
谷
範
雄
市
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。大
谷
市
長
は「
今
後
は
、こ

れ
を
機
会
に
子
ど
も
同
士
の
交
流
な

ど
を
検
討
し
た
い
」と
言
葉
を
送
り
ま

し
た
。

市
消
防
団
が
組
織
再
編

―

女
性
消
防
団
員
制
度
を
発
足―

表敬訪問したファン・カルロス・カプニャイ駐日大使。

新消防車両引渡し式の様子。 辞令交付式の様子。

新団長　興野一美さん前団長　小堀重光さん
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県
内
の
５
大
学
等
が
那
須
烏
山

市
の
活
性
化
に
取
り
組
む「
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
」の
１
年
間
の
活

動
を
締
め
く
く
る
報
告
会
が
３
月

７
日
、那
須
烏
山
商
工
会
館
で
開

か
れ
、市
民
や
商
工
業
関
係
者
な

ど
約
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、同
研
究
会
の
大
久
保

忠
且
委
員
長（
宇
都
宮
共
和
大
学
副
学

長
）が「
学
生
の
若
い
ア
イ
デ
ィ
ア

を
市
民
に
提
供
し
、地
元
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
が
当
研
究
会

の
主
旨
で
す
。活
動
を
と
お
し
て
、

那
須
烏
山
市
に
は
大
切
な
資
源

が
あ
る
こ
と
を
市
民
に
気
づ
い

て
も
ら
い
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ

つ
。そ
の
後
、足
利
工
業
大
学
の
学

生
に
よ
る
研
究
発
表
に
始
ま
り
、

残
る
４
大
学
等
も
今
年
度
の
活

動
成
果
を
順
次
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の

活
動
成
果
を
基
に
、引
き
続
き
市

の
活
性
化
に
向
け
て
研
究
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
回
の
各
大
学
等
の
報

告
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
足
利
工
業
大
学

・
地
方
中
小
都
市
に
お
け
る
地

　

域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振

　

興
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

・
那
須
烏
山
市
の
近
代
化
遺
産

　

を
活
用
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ

　

ム
案
の
作
成

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
那
須

　

烏
山
市
中
山
間
地
域
の
活
性

　

化
方
策
の
検
討

○
国
際
医
療
福
祉
大
学

・『
協
働
』に
よ
る
那
須
烏
山
市

　

の
地
域
活
性
化
を
検
討
す
る

○
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
・
那

　

須
氏
研
究
会

・
那
須
烏
山
市
と
那
須
氏
の
歴

　

史
を
探
る

○
宇
都
宮
共
和
大
学
・
宇
都
宮
大

　

学
・
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
等

　

有
志

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
描
く

　
〝
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〞

○
宇
都
宮
共
和
大
学

・
烏
山
和
紙
の
生
産
普
及
の
支

　

援
の
た
め
に

★
第
１
回
教
育
委
員
会（
１
月
21
日
）

・
就
学
指
定
校
の
変
更
報
告
を
承
認

・
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

・
平
成
21
年
度
那
須
烏
山
市
教
育
費

　

予
算
の
補
正
を
承
認

・
那
須
烏
山
市
生
涯
学
習
団
体
事
業

　

補
助
金
交
付
規
程
の
制
定
を
承
認

・
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

★
第
２
回
教
育
委
員
会（
２
月
23
日
）

・
区
域
外
就
学
の
許
可
報
告
を
承
認

・
平
成
21
年
度
那
須
烏
山
市
教
育
費
予
算

　

の
補
正
を
承
認

・
平
成
22
年
度
那
須
烏
山
市
教
育
費
予
算

　

を
承
認

・
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認

　

定
を
承
認

・
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

★
第
３
回
教
育
委
員
会（
３
月
１
日
）

・
平
成
22
年
度
小
・
中
学
校
職
員
定
期
異

　

動
方
針
を
承
認

・
平
成
22
年
度
地
区
市
町
教
育
委
員
会
連

　

合
会
の
方
向
を
承
認

・
区
域
外
就
学
の
協
議
を
承
認

＊
栃
木
県
財
政
健
全
化
の
組
織
体
制
の
ス
リ
ム
化

　

に
よ
り
、平
成
22
年
度
南
那
須
教
育
事
務
所
が
塩

　

谷
教
育
事
務
所
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、南

　

那
須
地
区
教
育
委
員
会
連
合
会
も
塩
谷
地
区
教

　

育
委
員
会
連
合
会
と
統
合
す
る
こ
と
と
な
る
。

★
第
４
回
教
育
委
員
会（
３
月
23
日
）

・
平
成
22
年
度
那
須
烏
山
市
奨
学
生
の
決

　

定
報
告
を
承
認

・
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
関
係
職
員
の

　

人
事
異
動
内
示
報
告
を
承
認

・
区
域
外
就
学
の
許
可
報
告
を
承
認

・
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認

　

定
報
告
を
承
認

・
平
成
22
年
度
小・中
学
校
職
員
定
期
異
動

　

を
承
認

・
那
須
烏
山
市
社
会
教
育
指
導
員
の
任
命

　

を
承
認

・
那
須
烏
山
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

の
委
嘱
を
承
認

・
那
須
烏
山
市
立
学
校
の
学
校
医
、学
校
歯

　

科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
設
置
に
関
す
る

　

規
則
の
制
定
を
承
認

・
那
須
烏
山
市
立
小
中
学
校
管
理
規
則
の

　

一
部
改
正
を
承
認

・
那
須
烏
山
市
遠
距
離
通
学
補
助
金
等
交

　

付
規
則
の
一
部
改
正
を
承
認

・
那
須
烏
山
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
業

　

務
に
従
事
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

　

休
憩
時
間
並
び
に
服
務
に
関
す
る
規
程

　

の
一
部
改
正
を
承
認

・
那
須
烏
山
市
立
小
中
学
校
文
書
取
扱
規

　

程
の
一
部
改
正
を
承
認

・
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

・
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認

　

定
を
承
認

・
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

『
第
４
四
半
期
』１
月
〜
３
月

事
務
局
：
学
校
教
育
課

☎
０
２
８
７―

88―

６
２
２
２

ま
ち
づ
く
り
研
究
会

今
年
度
の
活
動
成
果
を
報
告

壇
上
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
大
久
保
委
員
長
。

活
動
報
告
す
る
足
工
大
学
生
の
加
藤
祐
伴
さ
ん
。
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近
年
、悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
、

商
品
事
故
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の

不
安
か
ら
消
費
者
を
守
り
、消
費
生
活

の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
、４
月
か

ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
、市
は
新
た
に
各
幼
稚

園
や
保
育
園
な
ど
施
設
38
か
所
に
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
設
置
し
、こ
れ

に
よ
り
設
置
施
設
は
54
か
所
に
な
り
ま

し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、心
臓
が
け
い
れ
ん
し
血
液

を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状
態（
心
室

細
動
）に
な
っ
た
と
き
に
、心
臓
に
電
気

シ
ョッ
ク
を
与
え
、正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す

た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
に
、市
役
所
や
小
・
中

学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
設
置
に
よ
り
、市
民
の
安
全
・
安

心
が
更
に
高
ま
り
、 一 

人
で
も
多
く
の
命

が
救
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
川
柳
愛
好
者
93
人
が
参
加
し

た
栃
木
県
川
柳
大
会
が
３
月
13
日
、保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、県
川
柳
協
会
が
主
催
す
る

年
に
一
度
の
大
会
で
、市
内
在
住
の
篠
﨑

酔
月（
本
名
：
篠
﨑
昌
久
）氏
が
同
協
会
長
を

務
め
る
こ
と
か
ら
、今
回
本
市
で
開
か
れ

た
も
の
で
す
。

　

大
会
は
、「
み
や
げ
」や「
吉
報
」な
ど

宿
題
８
題
と
当
日
出
題
さ
れ
た「
駄
目
」

と「
年
金
」に
よ
り
次
々
と
句
が
読
み
あ

げ
ら
れ
、な
か
に
は「
携
帯
で
携
帯
さ
が

す
置
き
忘
れ
」な
ど
、よ
く
あ
る
日
常
の

出
来
事
に
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
作
品
も
。会
場
で
は
、選
句
者
か
ら
披

露
さ
れ
る
数
々
の
名
句
に
大
き
な
拍
手

が
起
き
て
い
ま
し
た
。

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
等

市
役
所
烏
山
庁
舎
・
市
役
所
南
那
須
庁
舎
・
市
役
所

水
道
庁
舎
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
烏
山
公
民
館
・
南

那
須
公
民
館
・
烏
山
図
書
館
・
南
那
須
図
書
館
・
境
診

療
所
・
七
合
診
療
所
・
熊
田
診
療
所
・
こ
ど
も
館
・
烏

山
幼
稚
園
・つ
く
し
幼
稚
園
・
す
く
す
く
保
育
園
・
に

こ
に
こ
保
育
園
・七
合
保
育
園
・
境
保
育
園
・
烏
山
小

学
校
・
七
合
小
学
校
・
境
小
学
校
・
荒
川
小
学
校
・
江

川
小
学
校
・
烏
山
中
学
校
・七
合
中
学
校
・
荒
川
中
学

校
・
下
江
川
中
学
校
・
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス
・
南
那
須

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
烏
山
運
動
公
園
・
大
桶
運
動

公
園
・
緑
地
運
動
公
園
・
烏
山
体
育
館
・
荒
川
体
育

館
・
野
上
体
育
館
・
向
田
体
育
館
・
東
体
育
館
・
興
野

体
育
館
・
烏
山
武
道
館
・
南
那
須
武
道
館
・
南
那
須
運

動
場
・
や
す
ら
ぎ
荘
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
那
須
烏

山
・
山
あ
げ
会
館
・
龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
・
観
光
物

産
セ
ン
タ
ー
・こ
ぶ
し
の
湯
・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
・

い
か
ん
べ
記
念
館
・
農
業
会
館
・ふ
れ
あ
い
交
流
体
験

館
・イ
ベ
ン
ト
時
携
帯
用
３
台

契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た

め
、「
消
費
者
契
約
法
」や「
特
定
商
取
引

に
関
す
る
法
律
」な
ど
に
基
づ
き
、当
セ

ン
タ
ー
が
交
渉
方
法
の
助
言
や
あ
っ

せ
ん
な
ど
様
々
な
問
題
解
決
の
手
助

け
を
し
ま
す
。

多
重
債
務
の
相
談

　

多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
解
決
方
法
は
あ
り
ま
す
。外
部

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

苦
情
・
相
談

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
や
安
全

性
、表
示
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ

た
と
き
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
場 

所　

　

市
役
所
烏
山
庁
舎 

商
工
観
光
課
内

〇
受
付
日
及
び
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
及
び
年
末
年

　
始
の
休
日
を
除
く
）

　

午
前
：
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　

午
後
：
１
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

〇
相
談
専
用
電
話

　

那
須
烏
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８
７―
83―
１
０
１
４

　

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
津

久
井
多
美
子
で
す
。消
費
生
活
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

商
工
観
光
課 

商
工
係

   

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
５

第
38
回 

栃
木
県
川
柳
大
会

こ
ん
な
と
き
は…

す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い！

（前月20日までの入札結果、単位は千円、250万円以上）

市　内 ㈱那須電気中学校ＩＣＴ環境整備工事 2,562 3/5～3/26

中　山 ㈱平野建設七合診療所医師住宅新築及び診療所改修工事 28,297 3/2～8/31
市　内 ㈲村上電気工事小学校ＩＣＴ環境整備工事 3,234 3/1～3/26

入札等に関するお問い合わせは、総務課管財係☎0287-83-1111まで。

那
須
烏
山
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　

        　

開
設
さ
れ
ま
し
た

資
格
を
も
っ
た
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

市
内
54
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

あいさつをする篠﨑会長。

消費生活コンサルタント
の津久井さん。
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■
総
合
政
策
課

◎
参
事
兼
総
合
政
策
課
長
國
井
豊（
総
合
政
策
課
長
）

○
総
合
政
策
室
長
小
口
久
男（
総
合
政
策
課

　

主
幹
兼
総
合
政
策
室
長
）

○
総
合
政
策
室
総
合
政
策
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総

　

括
兼
地
域
主
権
担
当
金
子
真
寿（
総
合
政
策

　

課
課
長
補
佐
兼
総
合
政
策
室
総
合
政
策
係
長
）

○
総
合
政
策
室
総
合
政
策
係
担
当
係
長
関
雅

　

人（
総
合
政
策
課
係
長
）

○
主
査
鈴
木
康
宏（
市
民
課
主
査
）

◎
主
査
田
代
香
織（
総
合
政
策
課
主
任
）

○
財
政
係
担
当
主
幹
兼
総
括
堀
江
功
一（
総

合
政
策
課
主
幹
兼
財
政
係
長
）

○
財
政
係
担
当
係
長
川
俣
謙
一（
会
計
課
係
長
）

◎
財
政
係
担
当
係
長
田
代
浩
文（
総
合
政
策

　

課
主
査
）

○
広
報
統
計
係
担
当
係
長
兼
総
括
大
鐘
智
夫

　
（
上
下
水
道
課
係
長
）

○
総
合
政
策
課
秘
書
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括

　

水
沼
透（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

　

課
長
補
佐
兼
南
那
須
図
書
館
長
）

■
総
務
課

◎
参
事
兼
総
務
課
長
駒
場
不
二
夫（
教
育
委

　

員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
長
兼
学
校
給
食
セ

　

ン
タ
ー
所
長
）

○
危
機
管
理
担
当
主
幹
高
田
功（
総
務
課
主
幹

　

兼
消
防
交
通
係
長
）

○
人
事
行
政
係
担
当
主
幹
兼
総
括
坂
本
正
一

　
（
総
務
課
主
幹
兼
人
事
行
政
係
長
）

○
人
事
行
政
係
担
当
係
長
小
口
正
一（
総
務

　

課
係
長
）

○
管
財
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
神
野
久
志

　
（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）

◎
管
財
係
担
当
係
長
石
嶋
賢
一（
総
務
課
主
査
）

○
消
防
交
通
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
木
村
清

　

典（
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
・
地
籍
調
査
担
当
）

◎
消
防
交
通
係
担
当
係
長
平
山
茂
樹（
総
務

　

課
主
査
）

◎
主
査
篠
崎
孝
光（
農
政
課
主
任
）

■
税
務
課

◎
参
事
兼
税
務
課
長
鈴
木
傑（
教
育
委
員
会
事

　

務
局
生
涯
学
習
課
長
兼
南
那
須
公
民
館
長
兼

　

烏
山
郷
土
資
料
館
長
兼
南
那
須
歴
史
民
俗
資

　

料
館
長
）

○
管
理
収
税
係
担
当
主
幹
兼
総
括
稲
見
賢
一

　
（
税
務
課
主
幹
兼
管
理
収
税
係
長
）

○
管
理
収
税
係
担
当
係
長
益
子
ゆ
か
り（
税

　

務
課
係
長
）

○
主
査
鈴
木
達
也（
総
合
政
策
課
主
査
）

◎
市
民
税
係
担
当
主
幹
兼
総
括
川
俣
馨（
教
育

　

委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
烏

　

山
図
書
館
長
）

○
資
産
税
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
石
川
浩

　
（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長
）

○
税
務
会
計
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
黒
崎

　

秋
子（
税
務
課
課
長
補
佐
・
税
務
会
計
担
当
）

■
市
民
課

◎
市
民
係
担
当
主
幹
藤
沼
美
子（
市
民
課
課

　

長
補
佐（
市
民
担
当
））

○
市
民
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
薄
井
時
夫

　
（
市
民
課
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
）

○
市
民
係
担
当
課
長
補
佐
小
堀
幸
男（
教
育

　

委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
生

　

涯
学
習
係
長
）

○
主
任
小
堀
久
美（
健
康
福
祉
課
主
任
）

○
国
保
医
療
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
両
方

　

裕（
市
民
課
課
長
補
佐
兼
国
保
医
療
係
長
）

○
国
保
医
療
係
担
当
係
長
塩
野
育
雄（
都
市

　

建
設
課
係
長
）

◎
国
保
医
療
係
担
当
係
長
黒
尾
明
美（
市
民

　

課
主
査
）

○
住
民
戸
籍
係
担
当
主
幹
兼
総
括
佐
藤
新
一

　
（
市
民
課
主
幹
兼
住
民
戸
籍
係
長
）

○
住
民
戸
籍
係
担
当
主
幹
滝
田
洋
子（
市
民

　

課
主
幹（
住
民
戸
籍
担
当
））

○
住
民
戸
籍
係
担
当
課
長
補
佐
佐
藤
加
代 

　

子（
市
民
課
課
長
補
佐（
住
民
戸
籍
担
当
））

○
主
任
各
務
卓
馬（
総
務
課
主
任
）

○
境
診
療
所
看
護
師
主
査
佐
藤
京
子（
市
民

　

課
境
診
療
所
主
査
）

■
健
康
福
祉
課

◎
福
祉
事
務
所
長
兼
健
康
福
祉
課
長
樋
山
洋

　

平（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼
社
会
福
祉
係
長
）

○
社
会
福
祉
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
福
田

　

守（
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
・
社
会
福
祉
担
当
）

○
社
会
福
祉
係
担
当
係
長
檜
山
裕
子（
総
務

　

課
係
長
）

○
社
会
福
祉
係
担
当
係
長
鈴
木
幸
枝（
健
康

　

福
祉
課
係
長
）

◎
社
会
福
祉
係
担
当
係
長
吉
葉
由
喜
子（
健

　

康
福
祉
課
主
査
）

○
生
活
福
祉
係
担
当
主
幹
兼
総
括
平
山
正
夫

　
（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼
生
活
福
祉
係
長
）

◎
生
活
福
祉
係
担
当
主
幹
齋
藤
進（
健
康
福
祉

　

課
課
長
補
佐（
生
活
福
祉
担
当
））

○
生
活
福
祉
係
担
当
係
長
鈴
木
孝
子（
健
康

　

福
祉
課
係
長
）

◎
生
活
福
祉
係
担
当
係
長
岡
誠（
健
康
福
祉
課
主
査
）

◎
生
活
福
祉
係
担
当
係
長
塩
野
目
敬
章（
健

　

康
福
祉
課
主
査
）

○
高
齢
い
き
が
い
係
担
当
主
幹
兼
総
括
兼
高
齢

　

者
生
活
支
援
対
策
担
当
網
野　

栄（
健
康

　

福
祉
課
主
幹
兼
高
齢
い
き
が
い
係
長
）

○
高
齢
生
き
が
い
係
担
当
課
長
補
佐
鈴
木
容
子

　
（
農
政
課
課
長
補
佐
兼
農
地
調
整
係
長
）

◎
高
齢
い
き
が
い
係
担
当
保
健
師
副
主
幹
兼
高

　

齢
者
生
活
支
援
対
策
担
当
稲
葉
節
子（
健

　

康
福
祉
課
健
康
増
進
係
長
）

◎
健
康
福
祉
課
高
齢
生
き
が
い
係
担
当
保
健
師

　

係
長
大
橋
弘
代（
健
康
福
祉
課
主
査
）

◎
介
護
保
険
係
担
当
主
幹
兼
総
括
川
俣
秀
夫

　
（
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
）

○
介
護
保
険
係
担
当
係
長
佐
藤
智
恵
子（
市

　

民
課
係
長
）

○
介
護
保
険
係
担
当
係
長
高
橋
範
子（
健
康

　

福
祉
課
係
長
）

○
健
康
増
進
係
担
当
保
健
師
係
長
兼
総
括

　

野
崎
真
理
子（
健
康
福
祉
課
係
長
）

○
健
康
増
進
係
担
当
係
長
福
田
勝
喜（
健
康

　

福
祉
課
係
長
）

○
健
康
増
進
係
担
当
保
健
師
係
長
高
瀬
陽
子

　
（
健
康
福
祉
課
係
長
）

○
保
健
師
主
査
海
老
原
朋
子（
健
康
福
祉
課
主
査
）

○
保
健
師
主
査
茂
木
真
理（
健
康
福
祉
課
主
査
）

■
こ
ど
も
課

○
健
康
福
祉
こ
ど
も
課
烏
山
分
室
担
当
課
長
補

　

佐
兼
総
括
山
村
洋
子（
健
康
福
祉
課
課
長

　

補
佐
兼
健
康
福
祉
こ
ど
も
課
烏
山
分
室
係
長
）

○
健
康
福
祉
こ
ど
も
課
烏
山
分
室
担
当
看
護
師

　

副
主
幹
広
木
直
子（
健
康
福
祉
課
課
長
補

　

佐（
健
康
福
祉
こ
ど
も
課
烏
山
分
室
担
当
））

○
こ
そ
だ
て
支
援
係
担
当
主
幹
兼
総
括
兼
こ
ど

　

も
館
長
羽
石
徳
雄（
こ
ど
も
課
主
幹
兼
こ

　

そ
だ
て
支
援
係
長
兼
こ
ど
も
館
長
）

○
こ
そ
だ
て
支
援
係
担
当
係
長
三
浦
房
子

　
（
こ
ど
も
課
係
長
）

○
保
育
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
柳
田
啓
之

　
（
こ
ど
も
課
課
長
補
佐（
保
育
担
当
））

○
保
育
係
担
当
係
長
高
濱
裕
子（
健
康
福
祉

　

課
係
長
）

○
母
子
保
健
係
担
当
保
健
師
係
長
兼
総
括
星　

　

由
美
子（
こ
ど
も
課
母
子
保
健
係
長
）

○
保
健
師
主
査
仲
山
直
美（
こ
ど
も
課
主
査
）

○
こ
ど
も
館
担
当
係
長
兼
館
長
補
佐
小
峯
洋
一

　
（
こ
ど
も
課
係
長
兼
こ
ど
も
館
館
長
補
佐
）

○
七
合
保
育
園
副
園
長
鈴
木
恵
美
子（
す
く  

　

す
く
保
育
園
園
長
補
佐
）

○
七
合
保
育
園
保
育
士
主
査
森
林
さ
お
り

　
（
七
合
保
育
園
主
査
）

○
七
合
保
育
園
保
育
士
主
任
高
久
幸
子（
に

　

こ
に
こ
保
育
園
主
任
保
育
士
）

○
す
く
す
く
保
育
園
副
園
長（
庶
務
担
当
）勝

　

冶
範
子（
境
保
育
園
園
長
補
佐
）

◎
す
く
す
く
保
育
園
副
園
長（
保
育
担
当
）小
池

　

富
美
子（
に
こ
に
こ
保
育
園
主
査
）

○
境
保
育
園
副
園
長
五
月
女
英
子（
七
合
保

　

育
園
園
長
補
佐
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
副
園
長
兼
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
長
黒
崎
紀
子（
に
こ
に
こ
保
育
園

　

園
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
主
査
大
森
弥
生

　
（
に
こ
に
こ
保
育
園
主
査
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
主
査
榎
由
美
子

　
（
に
こ
に
こ
保
育
園
主
査
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
主
査
五
味
渕
万
里

　
（
七
合
保
育
園
主
査
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
主
査
関
谷
恵（
に

　

こ
に
こ
保
育
園
主
査
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
高
津
戸
正
子

　
（
す
く
す
く
保
育
園
保
育
士
）

○
烏
山
幼
稚
園
副
園
長
高
野
正
子（
烏
山
幼

　

稚
園
園
長
補
佐
）

○
烏
山
幼
稚
園
教
諭
主
査
深
澤
桃
子（
烏
山

　

幼
稚
園
主
査
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
副
園
長
小
堀
八
重
子（
つ

　

く
し
幼
稚
園
園
長
補
佐
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
査
大
谷
雅
代（
つ

　

く
し
幼
稚
園
主
査
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
査
黒
崎
明
子（
つ

　

く
し
幼
稚
園
主
査
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
任
平
野
京
美（
つ

　

く
し
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
任
村
上
ま
さ
み

　
（
つ
く
し
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

市
の
職
員
数
は
289
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
付
け
で
、市
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

那
須
烏
山
市
の
職
員
数
は
、昨
年
４
月
よ
り
６
人
減
っ
て
289
人（
３
月
31
日
付
け
で
11
人

退
職
。10
月
１
日
付
け
で
医
師
を
１
人
、４
月
１
日
４
人
新
規
配
置
。南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

を
除
く
）と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、◎
印
は
昇
任
、（　

）内
は
異
動
前
の
職
、課
内
の
並
び
は
順
不
同
で
す
。
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■
農
政
課

◎
参
事
兼
農
政
課
長
荻
野
目
茂（
農
政
課
長
）

○
農
政
係
担
当
主
幹
兼
総
括
兼
道
の
駅
担
当　

　

堀
江
豊
水  

（
農
政
課
主
幹
兼
農
政
係
長
）

○
農
政
係
担
当
係
長
菊
池
義
夫（
農
政
課
係
長
）

○
農
政
係
担
当
係
長
深
澤
宏
志（
農
政
課
係
長
）

○
農
林
整
備
係
担
当
主
幹
兼
総
括
高
田
喜
一
郎

　
（
農
政
課
主
幹
兼
農
林
整
備
係
長
）

○
農
林
整
備
係
担
当
係
長
安
藤
準
一（
農
政

　

課
係
長
）

○
農
地
調
整
係
担
当
主
幹
兼
農
業
委
員
会
事
務

　

局
長
篠
江
正
夫（
農
政
課
主
幹
兼
農
業
委

　

員
会
事
務
局
長
）

◎
農
地
調
整
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
糸
井

　

美
智
子（
都
市
建
設
課
係
長
）

○
農
政
環
境
課
南
那
須
分
室
担
当
主
幹
兼
総
括

　

中
山
忠
夫（
総
務
課
付
主
幹
・
南
那
須
地
区

　

広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

○
農
政
環
境
課
南
那
須
分
室
担
当
係
長
大
貫

　

信
行（
農
政
課
農
政
環
境
課
南
那
須
分
室
係
長
）

■
商
工
観
光
課

◎
商
工
係
担
当
主
幹
兼
総
括
・
企
業
誘
致
定
住
促

　

進
係
担
当
主
幹
兼
総
括
雫
友
二（
商
工
観
光

　

課
課
長
補
佐
兼
商
工
係
長
）

○
商
工
係
担
当
係
長
長
谷
川
節
子（
商
工
観

　

光
課
係
長
）

◎
商
工
係
担
当
係
長
星
貴
浩（
商
工
観
光
課
主
査
）

○
観
光
係
担
当
主
幹
兼
総
括
青
木
守（
商
工
観

　

光
課
主
幹
兼
観
光
係
長
）

○
観
光
係
担
当
係
長
相
ケ
瀬
一
彦（
商
工
観

　

光
課
係
長
）

○
観
光
係
担
当
係
長
小
原
沢
一
幸（
商
工
観

　

光
課
係
長
）

◎
観
光
係
担
当
係
長
菊
地
静
夫（
商
工
観
光

　

課
主
査
）

◎
観
光
係
担
当
係
長
兼
地
域
遺
産
推
進
担
当
高

　

野
成
彰（
総
合
政
策
課
主
査
）

■
環
境
課

○
環
境
保
全
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
小
林

　

貞
大（
環
境
課
課
長
補
佐
兼
環
境
保
全
係
長
）

○
環
境
保
全
係
担
当
係
長
荒
井
隆
郎（
環
境

　

課
係
長
）

○
環
境
対
策
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
滝
田

　

勝
幸（
環
境
課
課
長
補
佐
兼
環
境
対
策
係
長
）

○
環
境
対
策
係
担
当
係
長
小
室
知
三（
環
境
課
係
長
）

■
都
市
建
設
課

◎
参
事
兼
都
市
建
設
課
長
岡　

清
隆（
都
市

　

建
設
課
長
）

○
管
理
係
担
当
主
幹
兼
総
括
小
原
沢
栄
寿

　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
主
幹
兼

　

総
務
係
長
）

○
主
査
川
俣
由
利
子（
教
育
委
員
会
事
務
局

　

生
涯
学
習
課
主
査
）

○
都
市
計
画
係
担
当
主
幹
兼
総
括
和
久
利
明

　
（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
都
市
計
画
係
長
）

○
都
市
計
画
係
担
当
係
長
兼
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ

　

ン
担
当
大
谷
光
幸（
教
育
委
員
会
事
務
局

　

学
校
教
育
課
係
長
）

○
道
路
整
備
係
担
当
主
幹
兼
総
括
福
田
光
宏

　
（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
道
路
整
備
係
長
）

○
道
路
整
備
係
担
当
課
長
補
佐
小
田
倉
浩

　
（
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
・
道
路
整
備
担
当
）

○
道
路
整
備
係
担
当
係
長
佐
藤
光
明（
都
市

　

建
設
課
係
長
）

○
道
路
整
備
係
担
当
係
長
菊
池
章
夫（
都
市

　

建
設
課
係
長
）

○
地
籍
調
査
係
担
当
主
幹
兼
総
括
福
澤
文
親

　
（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
地
籍
調
査
係
長
）

○
地
籍
調
査
係
担
当
係
長
木
島
好
一（
都
市

　

建
設
課
係
長
）

○
地
籍
調
査
係
担
当
係
長
高
田
勝（
都
市
建
設

　

課
係
長
）

◎
主
査
鈴
木
徳
之（
都
市
建
設
課
主
任
）

○
主
任
中
山
崇（
税
務
課
主
任
）

○
用
地
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
佐
藤
秀
寿

　
（
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
兼
用
地
係
長
）

◎
用
地
係
担
当
課
長
補
佐
中
山
武
雄（
都
市

　

建
設
課
係
長
）

■
上
下
水
道
課

◎
業
務
係
担
当
主
幹
兼
総
括
大
谷
頼
正（
上

　

下
水
道
課
課
長
補
佐
・
業
務
担
当
）

○
業
務
係
担
当
係
長
鈴
木
貢
則（
総
合
政
策

　

課
広
報
統
計
係
長
）

◎
業
務
係
担
当
係
長
尾
崎
さ
ゆ
り（
上
下
水

　

道
課
主
査
）

○
主
任
菅
俣
紀
彦（
税
務
課
主
任
）

○
工
務
係
担
当
主
幹
兼
総
括
大
貫
勝
夫（
上

　

下
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長
）

○
工
務
係
担
当
係
長
久
保
居
美
晴（
上
下
水

　

道
課
係
長
）

◎
主
査
粕
谷
一
男（
環
境
課
主
任
）

○
下
水
道
係
担
当
主
幹
兼
総
括
滝
田
廣
行

　
（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
管
理
係
長
）

○
下
水
道
係
担
当
課
長
補
佐
石
澤
聖
生（
上

　

下
水
道
課
課
長
補
佐
・
管
理
担
当
）

○
下
水
道
係
担
当
課
長
補
佐
奥
澤
隆
夫（
上

　

下
水
道
課
課
長
補
佐
・
事
業
担
当
）

◎
下
水
道
係
担
当
係
長
倉
部
健（
上
下
水
道
課
主
査
）

■
会
計
課

◎
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
平
山
隆（
商
工
観

　

光
課
主
幹
兼
企
業
誘
致
定
住
促
進
係
長
）

○
会
計
係
担
当
主
幹
兼
総
括
三
浦
秀
文（
会

　

計
課
主
幹
兼
会
計
係
長
）

◎
会
計
係
担
当
係
長
深
野
葉
子（
会
計
課
主
査
）

○
主
査
井
上
剛（
こ
ど
も
課
主
査
）

■
議
会
事
務
局

○
庶
務
議
事
係
担
当
主
幹
兼
総
括
藤
田
元
子

　
（
議
会
事
務
局
主
幹
兼
庶
務
議
事
係
長
）

○
庶
務
議
事
係
担
当
係
長
佐
藤
博
樹（
議
会

　

事
務
局
係
長
）

○
庶
務
議
事
係
担
当
係
長
菊
地
唯
一（
議
会

　

事
務
局
係
長
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局

■
学
校
教
育
課

○
学
校
教
育
課
長
羽
石
浩
之（
税
務
課
長
）

○
総
務
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
久
保
居
寿
子

　
（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
・
総
務
担
当
）

○
総
務
係
担
当
係
長
大
谷
啓
夫（
市
民
課
係
長
）

○
学
校
教
育
係
担
当
係
長
兼
総
括
皆
川
康
代

　
（
学
校
教
育
課
係
長
）

○
指
導
支
援
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
星
紀
子

　
（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
指
導
支
援
係
長
）

○
指
導
支
援
係
担
当
課
長
補
佐
岡
安
正
弘

　
（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
・
指
導
支
援
担
当
）

○
施
設
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
岩
附
利
克

　
（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
）

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
担
当
主
幹
兼
所
長
坂

　

場
達
生（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
学
校
給
食

　

セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）

○
荒
川
小
学
校
司
書
係
長
和
久
貴
子（
学
校

　

教
育
課
荒
川
小
学
校
係
長
）

○
烏
山
中
学
校
司
書
主
任
中
山
美
智
代（
烏

　

山
中
学
校
主
任
司
書
）

○
江
川
小
学
校
主
任
事
務
員
藤
川
和
子（
下

　

江
川
中
学
校
主
任
事
務
員
）

○
下
江
川
中
学
校
主
任
事
務
員
五
月
女
佐

　

登
江（
江
川
小
学
校
主
任
事
務
員
）

○
境
小
学
校
主
任
事
務
員
小
森
美
智
子（
下

　

江
川
中
学
校
主
任
事
務
員
）

■
生
涯
学
習
課

◎
生
涯
学
習
課
長
兼
南
那
須
公
民
館
長
兼
烏
山

　

郷
土
資
料
館
長
兼
南
那
須
歴
史
民
俗
資
料
館

　

長
川
堀
文
玉（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
管
理

　

係
長
）

○
生
涯
学
習
係
担
当
主
幹
兼
総
括
青
木
敏（
こ

　

ど
も
課
主
幹
兼
保
育
係
長
）

○
生
涯
学
習
係
担
当
係
長
藤
井
由
美
子（
生

　

涯
学
習
課
係
長
）

○
文
化
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
木
下
実（
生

　

涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
文
化
係
長
）

○
社
会
体
育
係
担
当
主
幹
兼
総
括
清
水
敏
夫

　
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
社
会
体
育
係
長
）

○
社
会
体
育
係
担
当
係
長
水
上
和
明（
生
涯

　

学
習
課
係
長
）

◎
社
会
体
育
係
担
当
係
長
森
林
浩
之（
生
涯

　

学
習
課
主
査
）

○
烏
山
公
民
館
担
当
課
長
補
佐
兼
館
長
高
野

　

辰
夫（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）

◎
南
那
須
図
書
館
担
当
主
幹
兼
館
長
・
烏
山
図
書

　

館
担
当
主
幹
兼
館
長
義
煎
幸
一（
生
涯
学

　

習
課
課
長
補
佐
兼
烏
山
公
民
館
長
）

○
南
那
須
図
書
館
司
書
主
査
薄
井
美
香（
生

　

涯
学
習
課
南
那
須
図
書
館
主
査
）

◎
南
那
須
図
書
館
司
書
主
査
滝
田
香
織（
生

　

涯
学
習
課
南
那
須
図
書
館
主
任
）

○
烏
山
図
書
館
司
書
副
主
幹
兼
副
館
長
矢
口

　

由
里
子（
生
涯
学
習
課
烏
山
図
書
館
副
館
長
・

　

課
長
補
佐
）

◎
烏
山
図
書
館
司
書
主
査
塩
野
明
美（
生
涯

　

学
習
課
烏
山
図
書
館
主
任
）

■
派
遣
職
員

◎
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合（
総
務
課
付

　

参
事
）両
方
恒
雄（
南
那
須
地
区
広
域
行
政

　

事
務
組
合
・
総
務
課
付
課
長
）

◎
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合（
総
務
課
付

　

課
長
）大
野
治
樹（
南
那
須
地
区
広
域
行
政

　

事
務
組
合
・
総
務
課
付
主
幹
）

○
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合（
総
務
課
付

　

課
長
補
佐
）落
合
明
夫（
税
務
課
課
長
補
佐

　

兼
税
務
会
計
係
）

○
栃
木
県
協
働
徴
収
組
織（
税
務
課
付
主
査
）星

　
宮
二
郎（
栃
木
県
協
働
徴
収
組
織
・
税
務
課

　

付
主
査
）

○
栃
木
県
経
営
管
理
部
文
書
学
事
課（
総
務
課
付

　

主
任
）佐
藤　

剛
栃
木
県
総
合
政
策
部
市

　

町
村
課（
総
務
課
付
主
任
）

○
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
市
民
課

　

付
主
任
）高
瀬
浩
明（
栃
木
県
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合
・
市
民
課
付
主
任
）

■
在
籍
専
従
職
員

○
総
務
課
付
課
長
補
佐（
休
職
）全
日
本
自
治
団

　

体
労
働
組
合
栃
木
県
本
部
役
員
清
水
康
雄

■
新
採
用
職
員

○
國
井
保
人（
税
務
課
主
事
）

○
雫　

保
友（
こ
ど
も
課
主
事
）

○
齋
藤　

舞（
都
市
建
設
課
技
師
）

○
郡
司
直
哉（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
主
事
）

■
退
職
職
員

○
木
村
喜
一（
総
務
課
長
）

○
平
山
孝
夫（
総
務
課
課
長
・
危
機
管
理
担
当
）

○
齋
藤
照
雄（
福
祉
事
務
所
長
兼
健
康
福
祉
課
長
）

○
齋
藤
雅
男（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

○
荒
井
栄
子（
税
務
課
主
幹
兼
市
民
税
係
長
）

○
郡
司
孝
一（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
事
業
係
長
）

○
川
上
康
夫（
上
下
水
道
課
係
長
）

○
及
川
敦
子（
市
民
課
主
査
）

○
神
長
恵
津
子（
境
小
学
校
主
任
事
務
員
）

○
荒
井
み
ち
子（
烏
山
小
学
校
主
任
調
理
員
）

○
根
本
寿
子（
烏
山
中
学
校
主
任
調
理
員
）
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み
な
み
な
す
観
光
い
ち
ご
園（
小
浜
克

巳
代
表
）は
３
月
21
日
、ふ
じ
た
体
験
む

ら
で
恒
例
の
い
ち
ご
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

同
い
ち
ご
園
で
は
こ
の
日
、「
と
ち
ひ

め
」「
と
ち
お
と
め
」「
女
峰
」の
30
分
間

食
べ
放
題
の
い
ち
ご
狩
り
が
行
な
わ

れ
、訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が
甘
い
香

り
を
漂
わ
せ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
そ

の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

少
し
風
が
強
か
っ
た
春
分
の
日
の
３

月
21
日
、中
山
の
Ｊ
Ａ
な
し
選
果
場
と

そ
の
西
側
の
梅
園
を
会
場
に
、恒
例
の

第
12
回
梅
ま
つ
り
が
開
か
れ
、市
内
外

か
ら
詰
め
か
け
た
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、梅
の
生
産
振
興
と
地
域
活

性
化
を
図
ろ
う
と
、生
産
農
家
と
農
協

な
ど
で
組
織
す
る
那
須
烏
山
市
梅
ま
つ

り
実
行
委
員
会（
大
窪
金
夫
委
員
長
）が
開
い

て
い
る
も
の
。会
場
で
は
、梅
干
し
や
手

づ
く
り
味
噌
、手
打
ち
そ
ば
、各
種
農
産

物
な
ど
の
直
売
の
ほ
か
、甘
酒
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
や
ト
マ
ト
４
キ
ロ
㌘
や
い
ち

　

３
月
16
日
と
18
日
、市
内
各
所
で
某
有

名
菓
子
の
Ｃ
Ｍ
撮
影
が
行
わ
れ
、今
年
、

烏
山
中
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
21
人
が

エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
撮
影
で
は
、高
校
生
に
扮
し

た
約
160
名
の
エ
キ
ス
ト
ラ
が
参
加
。制

服
姿
の
学
生
や
ま
わ
し
を
つ
け
た
相
撲

部
員
、楽
器
を
持
つ
吹
奏
楽
部
員
、ラ

◇「広報那須烏山」では、みなさん
からの楽しい話題を募集していま
す。地域の行事や変わった出来事
などをお知らせください。もちろん、
可能な限り取材にうかがいます。

総合政策課広報統計係
☎0287-83-1112

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、イ
ベ
ン
ト

会
場
に
は
市
内
外
か
ら
約
500
人
が
来

場
。パ
ン
職
人
い
っ
ぴ
の
手
作
り
パ
ン

や
地
元
藤
田
地
区
の
有
志
者
に
よ
る
手

打
ち
そ
ば
販
売
の
ほ
か
、つ
き
た
て
も

ち
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
抽
選
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
大
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

な
お
、い
ち
ご
狩
り
は
５
月
下
旬
ご

ろ
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

ケ
ッ
ト
を
握
る
卓
球
部
員
、ユ
ニ
ホ
ー

ム
を
着
た
野
球
部
員
な
ど
様
々
な
活
動

部
員
姿
の
エ
キ
ス
ト
ラ
が
登
場
し
、旧

境
小
学
校
や
太
平
寺
、龍
門
の
滝
周
辺

な
ど
で
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、制
服
を
着
て
撮
影
に
参

加
し
た
烏
山
中
学
校
の
卒
業
生
た
ち
。

撮
影
中
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
り

ス
タ
ッ
フ
か
ら「
Ｏ
Ｋ
」の
声
が
か
か
る

と
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

大
木
須
の
小
室
有
輝
く
ん
は「
走
り
っ

ぱ
な
し
で
疲
れ
る
け
ど
、と
て
も
楽
し

い
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
Ｃ
Ｍ
が
お
茶
の
間
に
流

れ
始
め
る
の
は
４
月
20
日
頃
の
予
定
。

何
の
Ｃ
Ｍ
か
は
そ
れ
ま
で
の
お
楽
し
み

で
す
。

市
内
で
菓
子
Ｃ
Ｍ
撮
影

烏
中
卒
業
生
21
人
が
参
加

ふ
じ
た
体
験
む
ら 

い
ち
ご
ま
つ
り

ご
１
パ
ッ
ク
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
な

ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、約
３
千
本
の
梅
の
花
が
満
開

と
な
っ
た
梅
園
で
は
、花
に
顔
を
寄
せ

て
香
り
を
楽
し
ん
だ
り
花
の
前
で
記
念

撮
影
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
か
ら
お
母
さ
ん
と
３
人
で
来

た
と
い
う
田
村
千
秋
さ
ん（
12
歳
）と
美

雪
さ
ん（
７
歳
）の
姉
妹
は「
梅
の
花
の
香

り
が
よ
く
、花
び
ら
が
雪
の
よ
う
に

舞
っ
て
い
て
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
」

と
美
し
い
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
く
れ
ま

し
た
。

旧境小学校での撮影の様子。

七合保育園卒園式（3月24日）七合保育園卒園式（3月24日）七合保育園卒園式（3月24日）

た
だ
よ

い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
む
親
子
。

梅
園
の
花
を
見
て
楽
し
む
人
々
。
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那須烏山市内の

無料相談窓口一覧
　県、市及び社会福祉協議会では、下記のとおり各種相談窓口を開設しております。相談内容によって、それぞ
れ窓口が設けられていますので、日時や場所を確認のうえご利用ください。なお、相談は基本的に無料で秘密
厳守となっておりますので、安心してご利用いただけます。

事 業 名 内　　容 日　　時 場　　所 相 談 員 問合せ先

行政相談 行政や特殊法人などの
業務について

毎月第1・3水曜日  10：00～15：00

毎月第4水曜日  10：00～15：00

社会福祉センター 市役所総合政策課
☎83-1112保健福祉センター

国から委嘱され
た行政相談員

市役所総務課
☎83-1111

南那須県民相談室
☎83-1555

県から派遣された
専門の交通事故
相談員

心配ごと
相談

様々な困りごとや心配
ごとに関して

交通事故
相談

交通事故による損害賠償
や示談交渉などに関して

毎月第1・3水曜日  10：00～15：00

毎月第2・4水曜日  10：00～15：00

毎月20日  10：00～15：00
（閉庁日は翌業務日）

社会福祉センター 社会福祉協議会
本　　所 ☎88-7881
烏山支所 ☎84-1294保健福祉センター

市役所烏山庁舎

社会福祉協議会
専用 ☎82-3500
※事前予約が必要

弁護士
社会福祉士

あすてらす
専門相談 偶数月第2木曜日  10：00～12：00

4/21、7/21、10/20  10：00～15：00 社会福祉センター

5/26、8/25、11/24  10：00～15：00 保健福祉センター

県から委嘱された
相談員

社会福祉センター

民生委員
児童委員

無料法律
相談

交通事故、金銭貸借、
不動産、相続などの
法律相談

◆全県下一斉の取組

◆一人ひとりが主役

◆自主的な納税

移動県民
相談

行政全般や県民生活
に関して

9/16、2/17  13：30～16：00

6/17、11/18  13：30～16：00

社会福祉センター 社会福祉協議会
本　　所 ☎88-7881
烏山支所 ☎84-1294
※事前予約が必要

保健福祉センター
栃木県弁護士会

人権相談 人権に関する相談
毎月第2水曜日  10：00～15：00

毎月第3水曜日  10：00～15：00

保健福祉センター 市役所市民課
☎88-7111社会福祉センター

人権擁護委員

※相談日は予定です。変更になる場合がございますので、事前に問合せ先にてご確認ください。

高齢者や障害者を対象と
し、財産管理や相続、成年
後見制度、消費･契約、医
療･介護等の総合的な相談

あなたの納税が未来をつくあなたの納税が未来をつくるあなたの納税が未来をつくる

県や市では税収確保に向け、次のような取組みを行っています

市町村税滞納ぼく滅月間2010
　県と市は、税収の確保と滞納額の圧縮を図るため、３月～５月を全県下一斉「市町村税滞納ぼく滅月間」として、協働による
徴収の強化に取り組みます。

　国と地方の三位一体の改革により国庫補助負担金が削減され、その削減された分が税源移譲として地方税（県税・市税）で
ある住民税に移し替えられました。
　そのため、市予算の歳入（収入）に占める自主財源の割合は大きくなりましたが、以後、市民である皆さんに納税という重要
な役割をより大きく担っていただくようになりました。
　つまり、国ではなく納税者である皆さん一人ひとりが主役として、自分たちが住む市を支えていくことになったのです。

 県や市は、納税者の皆さんの自主的な納税を期待しています。しかし、期限を過ぎても納付がない場合は、財産の滞納処分
（差押・公売など）をしなければなりません。
　差押財産調査のため、滞納者の住居や事業所の捜索、自動車の差し押さえをすることもあります。
　滞納処分をしなくてもよいように、皆さんの自主的な納税をお願いします。

納税相談　市税を納期限内に納めることが困難な方の相談を受け付けています。

納税催告　納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、電話催告、
　　　　　自宅訪問、勤務先訪問を行います。

財産調査　滞納者の財産について、官公署、金融機関、保険会社、通信機関等に対し調査
　　　　　を行います。

給与調査　滞納者の給与を差押えるため、勤務先に対し給与の調査を行います。

差押処分　不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車などの差押を行います。差押
　　　　　後も納付されない場合、差押財産の公売・取立を行います。

【問い合わせ】税務課 管理収税係　☎０２８７－８３－１１１４
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お
め
で
た

赤
ち
ゃ
ん
名 

（
保　

護　

者
） 

住  　
所

佐
藤　

舞
果 

（
隆
之
・
裕
美
）　

旭
１
丁
目

佐
藤　

雅
峻 

（
秀
行
・
美
穂
）　

神　
　

長

菊
池　

夢
那 

（ 

渡 

・
優
織
）　

野　
　

上

髙
橋　

遥
灯 

（
紀
行
・
正
子
）　

谷 

浅 

見

荒
井　

永
結 

（

永
・
陽
子
）　

滝　
　

田

仲
野　
　

旺 

（
友
秀
・
洋
子
）　

谷 

浅 

見

橋
本　

青
空 

（
純
一
・
芙
美
）　

大　
　

桶

※

こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報

　

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
い
か

そ　

ら

ま
さ
と
し

あ
き

は
る  

ひ

ゆ　

な

な　

ゆ

広報那須烏山への広告は随時受け付けています

＊＊＊那須南トラベル旅の友　旅行のご案内＊＊＊

■“北島三郎特別公演ツアー（日帰り）”■
期　　日：　平成２２年６月１２日(土) 
費　　用：　那須烏山発　１９，０００円 
主なコース：ゆうぽうとホール　『Ｓ席』での観覧です !
　　　　　 ※昼食ご希望の方は別途お受けいたします。

【お問合せ・お申込】
（有）那須南トラベル：TEL（84）0284

＊＊＊那須南トラベル旅の友　旅行のご案内＊＊＊

■“坂本龍馬のふるさと・四万十川・足摺・金刀比羅の旅”■
期　　日：　平成２２年６月６日（日）～９日（水）３泊４日
費　　用：　那須烏山発　９８，０００円
主なコース：土佐・龍馬であい博～四万十川舟下り～足摺
　　　        ～竜串海岸グラスボート～宇和島～金刀比羅宮

【お問合せ・お申込】
（有）那須南トラベル：TEL（84）0284

あなたの気持ち、話してください。
心のサインに気づいてください。

　　　●こころの健康相談窓口●
〈電話・来所相談〉
★栃木県精神保健福祉センター　☎028-673-8785
★栃木県烏山健康福祉センター　☎0287-82-2231
★那須烏山市健康福祉課　　　　☎0287-88-7115

〈電話相談〉
★こころのダイヤル　　　　　　☎028-673-8341
★栃木いのちの電話　　　　　　☎028-643-7830

うつ病かも・自殺が心配・・・と思ったら

う
つ
予
防

自
殺
の
サ
イ
ン

●
気
分
の
落
ち
込
み
、不
眠
、ひ

　

き
こ
も
り
等
は
こ
こ
ろ
の
病

　

気
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

　

ん
。こ
こ
ろ
の
不
調
を
早
め

　

に
キ
ャ
ッ
チ
し
、相
談
や
受

　

診
に
よ
り
う
つ
病
や
自
殺
を

　

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
人
は
、

自
ら
の
苦
し
さ
を「
死
に
た
い
」

な
ど
の
自
殺
願
望
の
表
現
や
別

れ
の
準
備
、態
度
の
変
化
、自
傷

行
為
な
ど
、周
囲
の
人
に
言
葉

や
行
動
で
訴
え
て
い
ま
す
。

●
第
60
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
３
月

９
日
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
木
島　

明（
三
箇
中
）▽
準
優
勝
：
上
條

栄
子（
こ
ぶ
し
台
）▽
第
３
位
：
平
野
留
吉（
曲
畑
）

●
平
成
21
年
度
市
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

（
３
月
１
日
〜
５
日
、烏
山
体
育
館
）

▽
優
勝
：
Ｎ
Ｏ―
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ
▽
準
優
勝
：
Ｆ

Ｃ
バ
ロ
ン
ド
ー
ル
▽
第
３
位
：
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ
の

結
果

法的トラブルで困ったときには

へ
法テラスコールセンター

 ０５７０－０７８３７４

法テラス栃木（日本司法支援センター栃木地方事務所）
住所
 050-3383-5395

お な や み な し
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市
で
は
、広
報
紙
の
有
効
活
用
と
安

定
的
な
収
入
源
の
確
保
を
目
的
に
、「
広

報
那
須
烏
山
」紙
面
へ
の
広
告
掲
載
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
基
準

位　

置
：
各
ペ
ー
ジ
の
下
一
段（
表
紙
除
く
）

サ
イ
ズ
：
縦
4.7
㎝×

横
8.4
㎝

料　

金
：
単
色　
　

１
回
５
千
円

　
　
　

 

カ
ラ
ー　

１
回
１
万
円

※

カ
ラ
ー
は
裏
表
紙
に
限
り
ま
す

申
込
：
掲
載
希
望
号
の
発
行
日
の
30
日

前
ま
で（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
２

広
告
掲
載
を
募
集

2010年3月1日現在

世帯数 10,012
人　口 29,688
　男 14,597
　女 15,091
対前月  13人減

出生 10
転入 67

死亡 34
転出 56

南那須図書館　☎0287-88-2748  Fax88-0204
烏山図書館　☎0287-82-3062  Fax82-7566

毎
月
10
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
あ
て
、郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
方
法
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ

い
。あ
て
先
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作品
募集

人
の
動
き

※

毎
月
人
口
調
査
よ
り

　 ◆　一　般　図　書　◆
◇『感応連鎖』朝倉かすみ／著（講談社）
◇『血戦』楡周平／著（講談社）
◇『幸せ上手』渡辺淳一／著(講談社)
◇『星が吸う水』村田沙耶香／著(講談社)
◇『コトリトマラズ』栗田有起／著(集英社)
◇『ももこのまんねん日記』さくらももこ／著(集英社)
◇『虚国』香納諒一／著(小学館)
◇『地上で最も巨大な死骸』飯塚朝美／著（新潮社)
◇『麗しき花実』乙川優三郎／著(朝日新聞出版）
◇『姜維伝』小前亮／著(朝日新聞出版)
◇『銀河に口笛』朱川湊人／著(朝日新聞出版)
◇『冥談』京極夏彦／著(メディアファクトリー)
◇『最後の卒業生』本田有明／著(河出書房新社)
◇『sex』石田衣良／著(講談社)
◇『身をつくし』田牧大和／著（講談社）
◇『自白』乃南アサ／著(文藝春秋)
◇『老兵の消燈ラッパ』佐藤愛子／著（文藝春秋）
◇『失恋延長戦』山本幸久／著（祥伝社）
◇『天空の陣風（はやて）』宮本昌孝／著(祥伝社)
◇『それなりに生きている』群ようこ／著(筑摩書房)
◇『1989世界を変えた年』マイケル・マイヤー／著(作品社)
◇『さすらう者たち』イーユン・リー／著(河出書房新社)
◇『勇気の季節』ロバート・Ｂ．パーカー／著（早川書房）

　 ◆　児　童　図　書　◆
◇『カクレクマノミは大きいほうがお母さん』石井聖岳／
　絵（あかね書房）
◇『木のなまえノート』いわさゆうこ／作（文化学園文化出版局）
◇『ともだちごっこ』降矢なな／絵（偕成社）
◇『ピンクのチビチョーク』新藤悦子／作（童心社）
◇『わたり鳥の旅』重原美智子／絵（偕成社）
◇『めざせ！キッズ・ライブラリアン』二村健／監修（鈴木出版）
◇『郷土をつくった偉人事典』上田孝俊／監修（PHP研究所）
◇『はじめまして人間たち』きむらゆういち／作（角川学芸出版）
◇『へんてこりんでステキなあいつ』那須正幹／作（角川
　学芸出版）
◇『にこちゃんのママのて』あきやまただし／作（教育画劇）
◇『べべべんべんとう』さいとうしのぶ／作（教育画劇）
◇『てのひら』ふじたひおこ／絵（ＰＨＰ研究所）
◇『ぼくがまもってあげるね』マーサ・アレクサンダー／
　作（あすなろ書房）
◇『パックン！おいしいむかしばなし』ルーシー・カズン
　ズ／作（岩崎書店）
◇『ほんやのいぬくん』ルイーズ・イェーツ／作（岩崎書店）
◇『飛べない渡り鳥リッレヴィン』ペール・グスタフソン
　／絵（汐文社）
◇『ゆかいな農場』マルセル・エーメ／作（福音館書店）
◇『牛をかぶったカメラマン』レベッカ・ボンド／作（光村教育図書）

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
勝　
　

明　

選

冴
え
返
る
冬
晴
れ
の
田
に
耕
せ
る
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

の
快
音
響
く　
　
　
　
　
　

荒
井　

キ
イ（
鴻
野
山
）

た
く
あ
ん
を
き
ざ
み
て
食
べ
る
今
の
我
れ
晩
年
の
母

に
仕
草
似
て
き
ぬ　
　
　
　

海
野　

ツ
ギ（　

旭　

）

庭
先
の
ク
ロ
ッ
カ
ス
の
芽
出
揃
い
て
温
き
日
差
し
に

春
は
来
て
お
り　
　
　
　
　

大
鐘　

愛
子（
落　

合
）

剃
り
残
し
少
し
あ
れ
ど
も
通
へ
行
く
床
屋
も
我
れ
も

共
に
老
い
た
り　
　
　
　
　

平
野　

重
男（
大　

金
）

俳　

句　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

穂　

選

休
耕
の
一
隅
ひ
か
る
蕗
の
た
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
井　

陽
子（　

南　

）

目
を
交
わ
す
こ
と
も
叶
は
ず
内
裏
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礒　

美
枝
子（
初　

音
）

一
輪
の
花
に
も
ぐ
り
て
冬
の
蜂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野　

糸
子（
中　

央
）

堀
の
水
膨
ら
む
気
配
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
徳　

美
井（
大　

金
）

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
﨑　

酔
月　

選

故
障
し
た
テ
レ
ビ
に
時
間
持
て
余
し　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

初
見
合
い
話
題
の
な
さ
で
断
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
木　

桂
子（
中　

央
）

年
老
い
た
伯
母
を
看
取
っ
て
思
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
葉　

里
子（
八
ヶ
代
）

描
き
た
い
十
年
前
の
君
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野　

秀
史（
南
大
和
久
）

ふ
き

か
な

だ
い
り
び
な

ふ
く

お
ば

さ

し
ぐ
さ

で 

そ
ろ

そ

か
よ

ぬ
く

た
が
や

み
と
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編
集
後
記

○
日
本
人
に
と
っ
て
桜
は
特
別
な
も

の
。こ
の
時
期
、ニ
ュ
ー
ス
で
は
毎
日
の

よ
う
に
開
花
状
況
を
伝
え
ま
す
。桜
に

限
ら
ず
蕗
の
薹
な
ど
自
然
の
趣
に
春

の
到
来
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、今
月

号
を
も
っ
て
広
報
担
当
を
卒
業
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
２
年
間
を
回

顧
し
て
見
る
桜
は
、特
別
な
も
の
に
な

り
そ
う
で
す
。（
Ｓ
）

○
Ｓ
係
長
！
２
年
間
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。私
を
置
き
去
り
に
異
動
し
て

し
ま
う
の
で
す
ね
？
新
し
い
課
に
な
っ

て
も“

飲
み
す
ぎ”

に
注
意
し
て
仕
事

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。私
は
あ
と
１

年
間
だ
け
？
広
報
統
計
係
で
頑
張
っ
て

Ｓ
係
長
の
課
を
追
い
か
け
ま
す
。See 

You Again

（
Ｇ
）

○「
自
慢
は
知
恵
の
行
き
止
ま
り
」。自

慢
す
る
よ
う
に
な
る
と
、そ
れ
以
上
良

く
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
な
く
な

り
進
歩
し
な
く
な
る
、と
い
う
意
味
で

す
。異
動
と
な
っ
た
編
集
長
Ｓ
の
教
え

を
活
か
し
て
、知
っ
た
か
ぶ
り
す
る
こ

と
な
い
よ
う
１
年
間
努
め
て
い
き
ま

す
。一
意
専
心
!!（
Ｋ
）
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那須烏
山
の

那須烏山市に
伝わる
民話を
紹介します。

こぶ取りの神さま
（後編）

（
先
月
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ
）

　

あ
る
秋
の
初
め
の
頃
。上
境
の
仙
蔵
と
い

う
若
者
が
、大
き
な
鍬
を
も
つ
お
じ
い
さ
ん

と
出
会
い
、そ
の
鍬
を
預
か
る
。

　

秋
が
過
ぎ
、仙
蔵
は
鍬
の
持
ち
主
で
あ
る

お
じ
い
さ
ん
に
会
う
た
め
に
矢
板
の
川
崎
村

を
訪
ね
る
。庄
屋
の
主
人
で
あ
っ
た
お
じ
い

さ
ん
は
、仙
蔵
を
跡
取
り
に
と
言
い
、仙
蔵
は

川
崎
村
の
庄
屋
の
跡
取
り
と
な
っ
た
。

　

庄
屋
の
跡
取
り
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

仙
蔵
。何
し
ろ
20
人
か
ら
の
人
を
使
う
大
農

家
で
し
た
か
ら
、生
易
し
い
若
者
で
は
、こ
の

大
勢
の
人
た
ち
を
従
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

庄
屋
に
な
っ
た
仙
蔵
は
、心
が
優
し
く
、村

に
困
っ
て
い
る
者
が
い
れ
ば
、お
金
や
物
を

出
し
て
助
け
て
や
り
、物
貰
い
や
旅
人
に
は

食
べ
物
や
着
物
な
ど
を
恵
ん
で
や
り
ま
し
た

の
で
、人
々
か
ら『
仏
の
庄
屋
さ
ま
』と
尊
敬

さ
れ
、村
も
穏
や
か
に
治
ま
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
ど
う
し
た
こ
と
か
、仙
蔵
の
耳

の
後
ろ
に
大
き
な
こ
ぶ
が
で
き
て
、医
者
に

か
か
っ
て
も
、行
者
に
ご
祈
祷
し
て
も
ら
っ

て
も
、ど
う
し
て
も
取
れ
ま
せ
ん
。あ
る
夜

「
上
境
の
熊
野
権
現
に
願
を
掛
け
れ
ば
こ
ぶ

が
取
れ
る
だ
ろ
う
」と
、夢
の
中
で
お
告
げ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
故
郷
の
上
境
へ
何
年
も
帰
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、在
所
の
神
様
が
お
怒
り
に

な
っ
た
と
思
い
、次
の
日
、お
供
の
者
に
そ
な

え
物
を
持
た
せ
上
境
へ
行
き
ま
し
た
。先
祖

の
お
墓
参
り
を
し
、山
の
中
の
熊
野
権
現
に

お
そ
な
え
物
を
捧
げ
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。

　

川
崎
村
へ
戻
っ
た
後
、半
年
も
経
た
な
い

う
ち
に
大
き
な
こ
ぶ
は
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な

り
、し
ま
い
に
跡
形
も
な
く
消
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

た
い
そ
う
喜
ん
だ
仙
蔵
は
、石
屋
に
高
さ

70
㌢
、巾
35
㌢
程
の
石
に「
調
子
山
熊
野
三
社

大
権
現
、寛
政
五
癸
丑
年
二
月
十
六
日
」と
字

を
彫
ら
せ
、上
境
の
熊
野
権
現
の
山
の
下
ま

で
運
ば
せ
、そ
れ
か
ら
先
は
山
の
頂
上
ま
で
、

こ
の
重
い
石
を
自
分
ひ
と
り
で
担
ぎ
上
げ
、

今
あ
る
所
へ
安
置
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

く
わ

あ
と
か
た

き
と
う

ふ
き

と
う


